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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一楽章　女め神がみが翼を失くした日









「星せい鎖さ先輩に勝って優勝することができたら!!　その時は、帰宅部を辞めて私の部に……放課後楽園部に入ってくださいっ!!」




　私の言葉の余韻だけが、その場に響き渡っていた。

　痛いくらいの沈黙に心が負けそうになる。

　以前からずっと考えていたことだった。

　でも、いざ伝えるとなると容易ではない。なにしろ、今所属している、代表まで務めている帰宅部をやめてほしいと要求しちゃってるんだから。

　星鎖先輩はその言葉を受けて、笑うでもなく、困った顔をするのでもなく、ただ何事かを深く考え込んでいるみたいに見えた。

　早く答えが欲しくてウズウズしてしまうけど、急せかすわけにもいかない。

　これは一世一代の告白のようなものなのだ。

　そう、プロポーズに限りなく近いメッセージだったのだ！




「星せい鎖さ先輩、私からのプロポーズみたいなものですよ！　さあ、私の手を取ってください！」

「あら、そういう意味だったの？　それなら……ごめんなさ──」

「違います違います、全然違いましたっっっ!!　単なる、何の付加価値も変な意味も含んでいない純粋な入部のお誘いでしたっ!!」

　危ないところだった……。

　ついつい余計な事を言ってあっさり断られてしまうところだったよ……。

　ただ、今の会話で空気が弛し緩かんしたような気がした。

　先輩も穏やかに笑ってくれているし、結果的に悪くなかったのかも？

　それでもミスはミスだ。切り替えていかなきゃいけない。

　こういう時はどうするかって、小さい頃から決めていることがあるのだ。

　両手を前に突き出して、手のひらをグー、パーと開閉しながら元気よく叫ぶ。




「ぱっぱっぱのぱっ!!」




「……何かしらそれ？　暗号？　ちっとも解読できそうにないのだけれど」

「ふふ、これはですね。一宮いちのみや家に伝統的に伝わる魔法の合言葉なんですよー!!　何かミスった時や切り替えたい時にこの合言葉を叫ぶと、不思議と気持ちが落ち着いて物事が良い方に転がるんですっ」

　説明しながら、もう一度手のひらをグーとパーに開閉して繰り返してみた。

「ぱっぱっぱの、ぱっ……？　これであっている？」

「星鎖先輩、もっとスピーディにリズミカルに!!　羞恥心を捨ててください！」

　どことなく恥ずかしそうに、躊躇ためらいがちに私の手の動きをマネてくれていた星鎖先輩が可愛かわいらしかった。

「私には何も切り替えたいことなんか……」

　ないわ……と言おうとしたようだったけど、彼女はその言葉を途中で止めた。

　再び、考え込むような表情に戻ってしまう。

　物憂げな女め神がみのその顔が、私は好きだった。

「ぱっぱっぱのぱっ！　ですよっ」

　もう一度だけ、先輩に向けて魔法の合言葉を放ってみる。

　すると小さな声ではあるけれど、同じようにマネして返してくれた。

　一瞬だけ。ほんの一瞬だけだけど、星せい鎖さ先輩が、あどけない子供のように見えてしまった。

　この合言葉をお母かあさんに教わった頃のことが、不意に脳裏をよぎった。

　それはまだ幼い頃。

　シグレにばかりくっついて遊んでいた頃の話だったように思う。





　　　＊






「エルナ、いつも無駄に元気いっぱいなのに今日きようはしょんぼりしてどうしたの？　元気があり余り過ぎて、夜眠った後も寝ね相ぞうが凄すごくて毎朝違う場所で起きるくらいなのに今日はどうしたの？　確かに寝相は悪いけど、お布団ふとんの中で三回転して元の位置に戻っているじゃない」

「お母さん、私のこと元気づけようとしてるよね……？　更にダメージを与えてやろうとしているワケではないよね……？」

「愛してるわ、エルナ」

「それ全然答えになってないよ!?」




　都合が悪くなると、すぐに愛してる、だとか信じてる、といったフワフワとした摑つかみどころのない言葉でごまかそうとするのが、私のお母さんだった。

　見た目はともかくとして、自分としては内面はまるで似ていないと思っているんだけど、友とも達だちには、

「ううん、やっぱりなんとなく似てるよ……。ちょっと面倒くさいところとか……って、ううん！　なんでもないよ!?」

　という風に、どこかげんなりとした様子で言われがちなのが不思議だった。

　でも、そんなつもりはなかったけれど、確かにしょんぼりしていたのかもしれないな、と思う。

　原因はわかっているのだ。

　ほんの冗談のつもりだったんだ。

　本気なんかじゃなかった。

　従兄いとこのシグレの視力が落ちてきたこともあって、眼鏡めがねを買いに行くのに付き合って、シグレの母親が無難そうな黒縁眼鏡を勧めていたので、

「ここはもっと冒険しようよ！　このピンクのサングラスなんてどうかなっ」

　とか言ってシグレに渡したのだ。

　繰り返して言うけれど、ほんの冗談のつもりだったんだ。

　本気なんかじゃ絶対なかった。

　ピンクのサングラスなんてハイレベルすぎるアイテム、いくらシグレだって似合うはずがないんだから。

　けれど眼鏡めがね屋さんからの帰り道。

　あきらめたようにため息をつくシグレママの隣を歩くシグレは、誇らしげにピンクのサングラスを装着していて……。

　言えなかった、言えなかったんだ……。

　全然似合ってないからやっぱり普通のにしようよ、なんて。

　私が選んだ、というだけで喜んでそれを付けてくれているシグレの気持ちを裏切ったような気がして。

　しょんぼりしているように見えてしまったのなら、原因はそれ以外にありえない。

　一宮いちのみや家とシグレの家……二にの宮みや家は、先祖代々親戚の中でも濃い付き合いをするのが伝統らしいので、きっと私がしょんぼりしている原因もシグレママからお母かあさんに伝わっているのだろう。

　なんでかわからないけれど、ここのネットワークは非常に強いのだ。

「明日一緒に、シグレ君にちゃんと似合う眼鏡を買いに行く？」

　ピンクのサングラス姿のシグレを思い出して絶望している私に、お母さんが優しく声をかけてくれた。

「……うん」

　今度はちゃんとシグレに似合う眼鏡を選んであげよう、と思う。

　これから成長して大きくなっていって、かける眼鏡のサイズが変わっても。

　その時その時で、一番かっこいい眼鏡をきちんと選んであげたい。

「エルナ、一宮家に伝わるね、魔法の合言葉があるの。教えてあげようか？」

「……魔法？　なにそれ？　お金増やせる？　一生食くいっぱぐれなしー？」

「この子、子供のくせに発想がイヤだわ……！　そういう魔法じゃないの。何か失敗しちゃった時や気持ちを切り替えたい時にこの魔法の合言葉を叫ぶとね、気持ちが落ち着いて前向きになれるのよ？」

　それはステキな話だと思った。でも、子供心に心配もある。

「……それ、合法……？　お母さん、闇やみの世界の住人なの……？」

「合法に決まってるでしょ！　お母さんは光の世界の住人よ!?」

　光の世界の住人、は盛りすぎだと思ったけど、自分を良いいように表現しすぎだとは思ったけれど、その言葉を信じることにした。

「手のひらをこうやって前に出してね、グーとパーに繰り返し開けたり閉じたりするの」

「なにこれ？　リハビリ？」

「違うわ!?　一宮いちのみや家伝統のやつをリハビリ扱いしてこの子はもう!!」

　怒られてしまった。

　しかも結構ガチなトーンだったので、つい口答えしかけたけれどぴったりと口を閉ざすことにする。

「両方の手のひらをグーとパーに繰り返しながら、こうやって叫ぶの」

「叫ぶ……？」

　すぅ、と大きく息を吸って叫ぶ準備をしているお母かあさんに、思わず不審な目を向けてしまう。

　何を叫ぶと言うんだろう。

　魔法の合言葉、というからには呪文みたいなカッコイイやつだろうか。

　火の玉が飛んでいきそうなヤツだろうか！

　ちょっとワクワクもしてきた瞬間、お母さんは元気いっぱいにこう叫んだ。




「ぱっぱっぱのぱっ!!」




「…………」

　ぽかーんと見ていると、「あれ？　聞こえなかったのかな？」とでも言いたげなキョトン顔をしてから、お母さんはもう一度繰り返した。

「ぱっぱっぱのぱっ!!」

「お母さん、救急車って何番だっけ。大丈夫、助かるからねっ」

「急病とかじゃないわ!?　これが魔法の合言葉なの!!」

　はぁ、これが……。

　魔法の……。

　お母さんの目の様子をじっくりと見てみる。

　瞳どう孔こうは開いていないだろうか？

　血走ってはいないか？

　いつも通りの健康なお母さんか？

　そんな事を考えているうちに、再びお母さんはアレを繰り返し始めた。




「ぱっぱっぱのぱっ!!」




「ギャ─────────!!　お母かあさん、元に戻って!?　出ていけっ、お母さんの中に入った悪魔、出ていけっっ!!」

「その反応はさすがにお母さん傷つくわよ……？」

　肩を落として落ち込んでしまっていた。

　そうだった、私を元気づけてくれているんだった。

　別に脅おどかそうとしているわけではないはずなのだ。

「えっと……こうかな？」

　両手を前に出して、手のひらをグーパーと切り替えていく。

「そうそう、その動きに合わせてお母さんのマネをして思いっきり叫んでみて？」

「それはやらないとダメ？」

「だめ!!」

「どうしてものやつ？」

「どうしてものやつよ!!　さぁ!!」

　お母さんは良かれと思って言ってくれているのだ。

　娘を辱はずかしめようなんていう気持ちは皆かい無むのはずだ。……だよね？

　仕方ないので思い切って、自分にできる精一杯の声量を出して。




「……ぱっぱっぱのぱっっっっ!!」




　魔法の合言葉を、叫んでみた。

　するとどうだろう。

　今までに感じた事のない、不可思議な感覚があった。

「ふふ、エルナ。なんか元気が出た気がするでしょう」

「うん!!　なにこれ!?　非合法なヤツ!?　税関で止められるやつ!?」

「合法だって言ってるでしょ！　税関もノーチェックで通過よ、もうっ！」

　確かにお母さんの言う通りだった。

　本当に魔法の合言葉なのかもしれないと思えるくらいに、落ち込んでいた気分が切り替わってしまう。

「ぱっぱっぱのぱっ!!　これ凄すごい、凄いねっ!?」

　お母かあさんは嬉うれしそうに微笑ほほえんでくれていた。

　犯罪者扱いしてごめんなさい。

　あなたの一人娘はとても深く反省しています……。

　この瞬間から、今後何かミスをしたり、気持ちを切り替えたいような事が起こったりしたら、慌てず焦らずこの魔法の合言葉を叫ぼう、と心に決めた。




「あ、エルナ。この魔法の合言葉はあんまり連続でやりすぎないようにね？　禁断症状が出ても知らないわよ？」

「本当に合法のヤツだよね、お母さん!?」





　　　＊






　……物もの凄すごくいい思い出のつもりだったけど、具体的に思い返してみるとそうでもないよねこれ!?

　怪しすぎるポイント多数だよね!?

　ただ、その効力は間違いなかったし、私のこれまでの人生で何度もこれに救われてきたのは曲げようのない事実だった。

「本当ね。なんだかすっきりした気がするわ」

「そーですよねっ!?　先輩もこれから何かあった時は使っていってください！　はっ、何かあった時は真っ先に私がお助けしたいですけどね!?　魔法の合言葉ならぬ、魔法のエルナちゃんとして駆けつけたいです！」

　星せい鎖さ先輩は魔法の合言葉を気に入ったのか、小さな声で反はん芻すうしながら頷うなずいてくれていた。

　私の小さな頃から大切にしていたモノを受け入れてもらえたようで、なんだか嬉しくなってしまう。

「私があなたの部に、ね。帰宅部には私以外にも数人の部員がいるのよ？　それもとびっきりの問題児ばかり。知らなかった？」

　ルーキー戦で帰宅部所属の新入生がいた事は知っていたけど、……その子達から代表である星鎖先輩を奪ってしまうような形になるのだろうか。

　ううん、必ずしもそうとは限らない。

　帰宅部はかなり形骸的なものだと聞いていた。

　それに……どんなことがあっても、私は星鎖先輩と一緒に放課後楽園部で部活がしたかった。

　その想おもいを、どうやって伝えたらいいだろう？

　どう表現したら上じよう手ずに伝わるだろう？

　勢いばかりでそういったことを疎おろそかにしてきた自負もあって、ぐるぐると回る感情を星せい鎖さ先輩に誤解なく伝えられる自信がなかった。




「星鎖先輩、あのっ……」

　言いかけたところで、どうやら近くで私たちの様子を窺うかがっていたらしいビミィが、

「星鎖。エルナが対抗戦を心から楽しんでいる姿に、昔の自分を重ね合わせたんじゃないの？」

　そう言って人間の姿で、頭の後ろで両手を組むようなポーズをして現れた。

「オイラはさ、エルナが対抗戦のステージに立つ姿を見るその度に、以前の星鎖を照らし合わせてしまうんだよね」

　優しい口調で、言い聞かせるように語りかけてくるビミィの声を聴いていると、二人の中にある信頼関係の深さのようなものが実感できるようだった。

　ビミィは星鎖先輩についていた時期があった、というのはもちろん知っていた。けど、この二人の組み合わせというのはイマイチ……ピンときていなかった。

　星鎖先輩は少しだけ恨めしそうにビミィを見て、ほぅと息を吐いて俯うつむいてしまう。

「えっと……」

　私は何事か言おうとして、途中でその言葉を止めた。

　先輩が目を閉じて考えているようだったから、邪魔をしたくなかったのだ。

　星鎖先輩の思考は、どんな映像を描いているんだろうか？　それが、放課後楽園部に入部した時の未来だったらいい。

　そんな楽天的なことを考えてみたりもする。

「ぱっぱっぱの、ぱっ……」

　星鎖先輩は聞こえるかどうか、という程度の小声で魔法の合言葉を囁ささやいた後。




「──ええ。そうね、あなたが勝ったら言うとおりにするわ。放課後楽園部の一員になる」




　なぜか私の方を眩まぶしそうに見つめながら。

　確かに先輩は、そう言ったのだ。

　一瞬、何を言われたのかと信じられなくて固まってしまう。

　口をパクパクと金魚のように動かしながら、ビミィと先輩を交互に見る。

「よかったね、エルナ。ま、星せい鎖さに勝てたらの話だけどさ」

　ビミィがニヤリと笑みを浮かべて祝福してくれた。

　いつもの姿で言われたら素直に受け入れられなさそうな言葉だった……って言ったらビミィは怒るだろうけど。

　でも、私の思考は、既にそんなところにはなかった。

　星鎖先輩のセリフの中に、至極重要な部分を発見してしまったから。




『あなたが勝ったら言うとおりにするわ』




　言うとおりにするわ……言うとおりに……。

　はぁ、はぁ……!!

「急に息を荒げてどうしたの？　エルナ、そういうシーンじゃないだろ今って!?」

　ビミィがわかりやすく引いてくれてるけど、そんなのは関係ないのだ。

「星鎖先輩っ！　もう一回言ってもらってもいいですか!?　言う通りにするわ、っていうところだけ！　上目づかいで、できれば涙目でもう一度だけ言ってもらってもいいですか!?　しっかりと永久保存版として録画するので！」

　この通りっ、と頭を美しい姿勢で下げながらお願いしてみる。

　我ながら必死だった。

「ひゃー、言う通りにするですって！　あの女め神がみが！　あんなことやこんなことも思うがままってことですかね!?　台本作ったら全すべてその通りにやってもらえるのかな!?　な、なんか興奮しすぎて熱出てきたかもっ……!!」

　女神とビミィは、そうやって大騒ぎを続ける私にまるで気が付かないようにクールな態度を保っていた。

　えっ、これじゃ私が相当なバカみたいじゃない……？

　大丈夫……？

　二人とも、ちゃんと私の姿見えてますかー？　おーい！

　そんな私を無視して、ビミィが星鎖先輩の目の前まで歩み寄る。

　それこそ吐息を感じられそうな程の距離まで。

「もう、星鎖が全てを一人で背負う必要はないよ。あの子の傍そばで見守って、力になってあげて欲しいんだ」

　私の方をちらりと一いち瞥べつして、ビミィは先輩にそう告げていた。

　全てを一人で背負うって、どういう意味だろう……？

　二人の真剣な面おも持もちに、間を割って口を挟むことなんてできそうになかった。

　星せい鎖さ先輩はしばらくビミィをまっすぐに見つめ返した後、悩むように首を小さく横に振って。

「あ、先輩……？」

　そのまま、どこかへと去って行ってしまった。

　本当に私が勝てば放課後楽園部に入ってくれる、んだよね……？

　苦虫を嚙かみつぶしたような表情で星鎖先輩の背中を目で追っているビミィ。

　彼には、聞きたいことがたくさんあった。

「ああ、わかってるよ。エルナには言うべきなんだろうな。星鎖には怒られるかもしれないけどさ」

　意味深げに呟つぶやくビミィは、どこか苦しげで。彼もまた、先輩と同じように何かを背負い込んでいるように思えたのだった。





　　　＊






　ビミィに先導されて歩いてきた場所は、湊みなと川がわ先輩の所属する華道部の部室だった。

　時々赤あか間まくん達と遊びに来たりすることもあって、勝手知ったる、という雰囲気でもある。

　けれど、ビミィが湊川先輩に何事か耳打ちすると、いつものゆったりとした空気感が薄まってしまう。

　どことなくピリついたと表現するのが近いんだろうか。

　変な緊張感のようなものがこの場に生まれたような気がした。

　いつもの、遊びに行くと手放しでにこやかに歓迎してくれていた湊川先輩の様子は、そこにはない。




「……困った。私が勝手に話すことを御み神楽かぐらさんは許してくれるかな」

　ちょっとだけ困った様子で眉を下げて、どうすればいいのかと思案しているようで。

　うーん、と長考したかと思うと、おもむろに近くにあった花を一輪抜き取って。

「……話す。話さない。話す。話さない……」

「もしかして花占いで決めるの!?　シリアスなのかそうでもないのか急にわからなくなってきましたよ!?」

　湊川先輩は、花びらを一枚ずつ取り払い、最後の一枚を抜き取った際に示された選択肢がどちらだったかで物事を決めるというあの花占いに耽ふけっているようだった。

　マジでか……。でもとっても真剣な表情でやっているし、本気なんだろうな……。

「……話す。話さない。話さない」

「湊みなと川がわ先輩、なんか同じの連続で言いましたよ!?　話す方向で終わりそうだから微調整したでしょ!?」

　そんなに言いづらい話なんだろうか。

　そう思うと、余計に内容が気になってしまう。

　基本的には私は女め神がみの信奉者であり、大好きな人なのだ。

　どんな些さ細さいなことだって知りたいのが本音だった。

「はぁ、はぁ……!!　先輩の秘密の話……！　隠された所……略して秘所……！　ああ、なんて魅力的な響き！」

「……エルナ、絶対に興奮する場面じゃないと思うんだけど」

　私がはぁはぁと息を荒げていると、ビミィが釘くぎをさすように言ってきた。

　この姿……イケメン講師の状態のビミィに叱しかられると、普段とは違ってやりにく……かったのは最初だけで、やっぱり見た目はかっこいいし変な語尾がなくなったとしても中身はビミィなのだ。

「うるさいなー！　今頭の中で星せい鎖さ先輩の隠された所……秘所に手を伸ばしかけているところなんだから邪魔しないで！」

　変わらないやりとりができていることに内心で安心しながら……。

　花占いの結果、どこかで計算ミスをしたらしく結局『話す』という結果が出てしまい愕がく然ぜんとしている湊川先輩を見る。

「……そんなばかな？」

「湊川くん、エルナは知る必要があるんだと思うよ。実は……」

　ビミィが、私が星鎖先輩を放課後楽園部に誘った経緯を丁寧に説明してくれていた。こういう時、ビミィは先生らしく妙に説明が上う手まいから助かる。

「……ぱっぱっぱの……ぱっ」

「ビミィ、湊川先輩にそこまで説明する必要なくない!?　で、先輩も気に入ってニコニコしすぎですからね!?　連発しすぎると禁断症状が出るかもしれないですからね!?」

　ビミィが関係のないところまで話したらしく、湊川先輩は手をグーパーに開閉しながら何かに魅み入いられたかのように魔法の合言葉を連発していた。

　これ、やっぱりなんか中毒性あるの……？

　お母かあさん、本当に大丈夫なやつだよね……？

　私の脳内には、お母かあさんが親指を立ててポーズを決めている姿が浮かんでいた。年齢のことも考えず、てへぺろっていう顔をしている。

　……とか考えてたら、脳内で激怒したお母さんにビンタされたよ!?　私の想像の中のはずなのに、自由な世界のはずなのにっ！　随分とままならないものなんだねっ!?




「……魔法の合言葉の効果により、なんでも話す気になった。何が聞きたい？　もうなにもこわくない。死後の世界も……こわくはない」

「魔法の合言葉にそんな自白剤みたいな怖い効果ないですからね!?　もっとポジティブなやつですからねっ!?」

　急に病んでいるみたいにどこか虚こ空くうを眺めるようなフリをされたので普通に慌ててしまう。

　湊みなと川がわ先輩と仲良くなれてきていると思っていたつもりだったけど、まだまだ謎なぞの多い、摑つかみどころのない先輩だった。

「オイラも補足させてもらいながら話そうか。なんと言っても湊川くんは星せい鎖さの幼おさな馴な染じみだからな。オイラの知らないことまで知っているだろうし、適任なんだよ」

　ビミィがさらりとそう言った。

　……え？

　聞き流すところだったけど、湊川先輩と女め神がみって幼馴染だったの!?

　初耳なんですけど！

「……湊川さん、御み神楽かぐらさんとお互いを呼び合う、とっても仲のいい幼馴染だった」

「それって本当に仲いいの!?　苗みよう字じにさん付けって途方もなく他人行儀じゃない？　ねえ!?」

　なぜか得意げに宣言する湊川先輩がおかしかった。

　長くなるから座って、とナチュラルに座ざ布団ぶとんを渡されて正座を勧められてしまう。

　私が長時間正座に耐えられないという事をすっかり忘れられてしまっているらしい。

「んー……ふんっ!!」

　気合の声と共に、座布団の上にごろんと仰あお向むけになる。

「エルナ、ここは我が家か？　リラックスの仕方が大胆すぎるだろ」

　ビミィに突っ込まれてしまったけど、湊川先輩は、

「……楽な態勢で聞いてくれれば大丈夫。話の内容は、気持ちのいいものではないかもしれないから」

　言いながら、自身は座布団の上に丁寧に正座をしていた。




　湊みなと川がわ先輩とビミィが話してくれたのは、以前星せい鎖さ先輩が私に聞かせてくれた内容から始まった。

　対抗戦の前夜に、対戦相手の上級生に不意討ちをされる形で負傷してしまった時のこと。

　そして、それから彼女は対抗戦を嫌うようになってしまったこと。

　前に聞いていた事だったのに、改めて胸が痛かった。




「ミカグラ学園の敷地内には、ブライトベートゾーンを除いて至るところにカメラがあるだろ？　それがしっかりと一部始終を捉とらえてたんだ」

「……そんなことも頭から抜け落ちてしまうくらい、当時写真部の代表だった彼女……竹たけ駒こまゆいかさんは追い込まれていたのかも」

　ビミィと湊川先輩が言いながら、端末を操作して映像を投影してくれる。

「これは、二度とこんなことが起こらないようにと当時全校生徒に公開されたものなんだけど」

　少しだけ乱れたノイズ混じりのその映像は、確かに女め神がみの……御み神楽かぐら星鎖先輩の姿を映し出していた。

　悲壮な……まるで絶望の極地にいるような、その表情と共に。

　彼女は、暗くら闇やみから逃れるように必死に走っていた。





　　　＊






　私は、悪い夢の中にいるのだと思っていた。

　夜の旧校舎の廊下を、ただひたすらに走って……逃げている。

　こんな夜中に、いくら安全なミカグラ学園の敷地内とはいえ人の気配のない場所で一人歩きすることなど殆ほとんどない。

　そんなことが後でクルミにバレようものなら、静かな怒りを数日間に渡って受け続けることになるのは明白だった。

　ずっと傍そばについてくれているクルミにだけは、頭が上がらないのが現実。

「きっと、今頃心配しているでしょうね……」

　走りながら、息を切らせながら、そんなことを一人呟つぶやく。

　そうやってクルミの事を考えてしまったりするのも、多分逃避行動なのだ。

　わかっている。

　これは悪夢なんかじゃない。

　……確かな現実だ。

　旧校舎ながら質のいい建材で建築された廊下は、足音を必要以上に高らかに響かせているような気がした。

　私がついさっきまで走っていた場所に、一瞬だけ強い光が照らされた。

　ボシュッ！　という音と共に、その光が当たった場所だけが黒く焼けただれていた。

　煙が立ち込め、床材の焦こげる嫌な臭においが私の鼻にまで届いてくる。

「どうして、どうしてっ……？」

　何者かに攻撃を受けている、という状況をどうしても受け入れられずにいた。

　だって、この能力の使い手は……。

「はっっ!!」

　自らを鼓舞するように声を出してから、速度を上昇させていく。

　普段の鍛錬の賜たま物ものか、こんな時にでも体はきちんと言うことを聞いてくれる。

　まずは建物の外へ……。

　私がこのまま逃げて、何事も起こらなかったことにすれば。

　誰にも口外せずに明日の対抗戦を迎えられれば。

　それで、先輩とは……私の尊敬してやまない、竹たけ駒こまゆいか先輩とは、今まで通りに接することができるはず。

　……体は動いていても、頭の方は上う手まく回っていないのがわかる。

　そんな風に上手くはいかないよ、ともう一人の自分が冷静に責め立ててくる。

　考えている間にも、強い光……フラッシュが私を被写体にしようと何度も襲おそいかかってくる。

　危ういところでその全すべてを回避しながら、今走っている一階の廊下から二階へと繫つながる階段へと一足で跳躍した。

　このまま直接一階の大きく開放された出入口に向かうよりも、二階のバルコニーから抜け出した方が狙ねらいを定めにくいと考えたからだ。

　広い場所は危険だった。

　ダンッ！　という私の着地音と同時に、ボシュッ！　という攻撃音がすぐ背後に落ちた。

　冷や汗が吹き出るのを感じる。

　でも当たらない、大丈夫。

　私はゆいか先輩の能力を誰よりも傍そばで見て、一番よく知っているのだから……。

　黒煙に包まれるようにしながら、必死の思いでバルコニーに飛び出る。

「はぁ……はぁ……！」

　バルコニーの手すりに摑つかまりながら、ほんの少しだけ足を止めてしまった。

　思考がまとまらないせいもあるし、単純に持久力がないということもある。息を整える必要があった。

　普段の対抗戦でこれだけ走ることなんてどこまで思い返しても皆かい無むだった。

　私の能力をもってすれば、そんな事をする必要はまるでないのだから。

　背後に気配を感じて、一瞬だけ振り向く。

　そこには、一いつ閃せんの光だけが見えて。

　しまった、少し考えすぎた。

　手すりを乗り越えて二階から飛び降りる。

　このミカグラ学園に通う生徒で能力にさえ目覚めていれば、この程度の高さからの着地なんて造作もないことだった。

　痛みが全くないわけではないが、ダメージという程のものではない。

　そんな事ばかりが頭の中を高速で駆け巡っている。

　そうでもしないと、どうにかなってしまいそうだった。

　──バシュッ!!

　跳躍の最中。

　私がさっきまで手を添えていたバルコニーの辺りから、フラッシュ音が轟とどろいた。

　まずい。

　これは回避……できない。

　光に飲まれて、そのまま体が吹き飛ばされていくのを感じる。

　不思議と体に痛みは感じなかった。

　ただ、心が。心だけが、言いようのない激痛に軋きしんでいた。

　そのまま地面に叩たたきつけられる、という程ではない。

　けれど、足から着地しようとしてバランスを崩して転がってしまった。

　やはり結構な勢いで吹き飛ばされてはいたようで、そのままゴロゴロと転がってしまう。

　スカートも破やぶれてしまっているのが見えた。

「くっ……」

　ここに転がっていたら恰好の的になってしまう。

　上から狙ねらい放題だ。

　近くには森もある。

　そこに逃げ込んでさえしまえば。

　ふと、見下ろされているような、刺すような視線を感じた。

　倒れこんだまま、そちらを振り返る。

　肉体的なダメージは僅わずかなものだと思っていたけど、いつも通りには動いてくれなかった。

　バルコニーの手すりの上に立ち、こちらに視線を送る少女がいた。

　攻撃による黒煙で、その姿ははっきりとは目視できない。

　けれど、風で煙が徐々に流れていき……姿を露あらわにしたのは、やっぱり。




「先輩っ！　もうやめてくださいっ！」




　写真部代表の竹たけ駒こまゆいか先輩に間違いないのだった。

　焼け焦こげたバルコニーの損傷は激しく、そんな強烈な能力による攻撃を私に向かって躊ちゆう躇ちよなく放っていた、という事実に息を吞む。

　一番心を許し、誰よりも慕い、対抗戦でぶつかった時は正々堂々と、と約束までしていた。

　──それなのに、どうして。

　ゆいか先輩は無言のまま、冷たい目で私を見下ろしているだけだった。

　そんな目で私を見た事なんて、一度だってなかったのに。

　いつだって温かい目で見守ってくれて。

　妹のように可愛かわいがってくれて。

　悩みがあったら、クルミに話す前に聞いてもらったりもして。

　大好きなのに。

　ずっとずっと、信じていたのに。

　ゆいか先輩は私が動けないのを見てとってか、バルコニーの手すりの上に立ち尽くしたままカメラを取り出していた。

　それは、彼女の能力発動のためのアイテムだった。

　カメラを構えると、七色に反射するレンズ状の物体が次々と現れて発光していく。

　これは……私と一緒にいる時に発動に成功して共に喜んだ、先輩の決め技。こんなのを受けたら、ひとたまりもないのは明白だった。

　明日の対抗戦への出場なんて、とても……。

　そこまで考えて、はっ、と思い至る。

　先輩は、明日の対抗戦に私が出場できないように……？

　問う間は当然のように与えられず、立ち上がろうとして痛みに耐え切れず崩れてしまう。

「うっ……先輩っ!!」

　私に、こんな声が出せるんだ。

　そう自分を俯ふ瞰かんしてみてしまうくらいに信じられないシチュエーション。

　これが全すべてドッキリならどんなに良かったか。

　きっと……絶対に泣いてしまうだろうけど、先輩の胸で泣ければそれでよかった。

　けど、繰り返すけれどこれはドッキリでもなければ夢でもない。

　キュィィィィィィィィィン、と光が一つに収束していく音が響いた。

　その刹せつ那な、もう一度だけゆいか先輩の顔を見る。口元だけが、小さく……とても小さく動いていた。




「……めんね」




　先輩はなんて言っていたんだろうか。

　もちろん声が聞こえることはないし、そのすぐ後に襲おそいくるとてつもない光に、私は全身を飲み込まれてしまった。




　──ブワァッ!!




　光に遅れて、音が耳に飛び込んでくる。

　その時にはもう、私の意識はどこかへいってしまっていた。

　その後どうなったのか、記憶はまるでない。





　　　＊






　投影された映像は、その結末までをしっかりと記録していた。

　あまりのことに、声も出ない。

　気づかないうちに、私は涙を流していた。

「……エルナ、これで涙を拭ふきな。オイラもこれを見るのはなかなかキツいんだ」

　ビミィがまるで紳士のようにハンカチを差し出してくれる。

　ありがたく受け取って、涙を拭くというよりは、

「ありがとっ。鼻水かんでいい？」

　速攻で鼻をかんだ。

　何の躊ちゆう躇ちよもなくだ。

　他人のハンカチなのにだ。

　ビミィがあとで一人でブツブツ文句言いながら洗濯するのかなぁとか思いながらだ。

「鼻かむのかりゅい!?　しかも許可してないのにもうやっちゃってるし！　あーあ……」

　興奮したのか例の語尾が出てしまっていた。それにしても、

「ねぇ、このハンカチ……。ビミィのあの微妙な姿のイラストが入ってるのなんなの？　呪のろいのアイテムかなんか？」

　そうなのだ。

　ビミィが今のイケメン講師ではなく、ブサイクモンスターの時のイラストが刺し繡しゆうされているのだ。

　しかも、口元にはバラを一輪咥くわえている。

　率直に言って、ダサかった。

「一点モノのお宝グッズだぞ!?　ふん、欲しいって言ったってあげないからな」

「いや、絶対いらないけどね……？　明日のラッキーアイテムはビミィハンカチでぇす♪って占いで言われたとしても、絶対持ち歩かないけどね……？」

　ビミィのハンカチのせいで映像の中の世界に入り込んでしまっていたのが、戻ってこれたような感覚があった。

　星せい鎖さ先輩が対抗戦を好まない事は知っていた。

　ただ、対抗戦外でルール違反の襲撃を行ったその先輩が、星鎖先輩にとってそんなに大切な存在だったなんて。

　授業に出ることもあまりなく、お屋敷にこもりがちで他者と触れ合うことの少なかった女め神がみ。

　そんなところに無理に押し入るようにしてズカズカと入り込んでいった自分。

「はぁ…………」

　思わず深い深いため息をついてしまう。

　そんな私の背中を湊みなと川がわ先輩はぽんと叩たたいてくれた。

「……御み神楽かぐらさんは、その事件があった後はしばらく授業にも顔を出さずに対抗戦も欠席してしまってた」

「さすがの学園長も特別扱いしきれなかったのか、星鎖は一年間の留年をしてしまったのさ。美術部を退部したあとに帰宅部を設立……どうにかこうにかミカグラ学園に復帰してから、どれくらい経たつっけかな？」

　湊みなと川がわ先輩の補足をするように、ビミィが教えてくれた。

　あの学園長と星せい鎖さ先輩との間に、どんな会話があったのだろう。

　この前星鎖先輩に学園長室まで案内してもらった時に、あまり折り合いが良くはなさそうなのが気になっていた。

　投影された映像は激しい光のシーンで止まってしまっていた。

　この攻撃により、カメラも故障してしまったということらしい。

　ビミィの端末を奪い、映像の投影を消去する。

　その光を見ているのが辛つらくなってしまったのだ。

　星鎖先輩を悲しませた、追いつめた光を。




「……御み神楽かぐらさんから笑え顔がおが減ったのは、その頃からだった。でも、一宮いちのみやさんと出会って……一緒にいるようになってから変わった」

　眩まぶしそうにそう言ってくれたのは、湊川先輩だった。

「……私にその役が務まらなかったのは残念だったけど。御神楽さんがたまにでも以前のように楽しそうに笑う姿を見て、安心した」

　幼おさな馴な染じみという立場から、湊川先輩も苦悩があったのかもしれなかった。

　私が女め神がみの心に押し入るように近づいていって、迷惑ではなかったのかな……？

「あのな、エルナといる時の星鎖は、わかりやすすぎるくらい楽しそうなんだぞ？　以前を知ってるオイラや湊川くんから見たら笑っちゃうくらいさ」

　ビミィのその言葉に湊川先輩は、うんうんとしきりに頷うなずいている。

　そうなのか……そうだったのかぁ……。

　ビミィ印のハンカチで涙をぬぐい、もう一度鼻をかむ。

　ビミィは露骨に嫌そうな顔をしたけど、今度は何も言わなかった。

「ねぇ、私に何ができるんだろ……？　対抗戦で楽しむ姿を見てもらえればってずっと思ってた。でも……」

　言葉の途中で、湊川先輩が珍しく遮さえぎるように、強い口調で言う。

「……一宮さんはそのままがいい。すぐに解決できる問題でもないのかもしれないけれど。御神楽さんをよろしくお願い……」

　真しん摯しに、後輩の私なんかに向けて丁寧に頭を下げながら。

　まるで「娘をよろしく頼む」って言われてるみたいで女神との婚約が認められたみたいな気分だよ!?　とかいつもなら大騒ぎしてるはずの私だったけど、この時ばかりは粛々と頭を下げ返していた。

　ビミィは、無理してるなぁって顔でこっちを見てたけどね！

　今は、対抗戦を楽みながら勝ち進んで、その姿を見てもらう事。

　そして、星せい鎖さ先輩に勝って中間試戦で優勝を飾ること。

　それが達成できたら……。




　私は先輩を裏切ったりしません、ってその時に言うんだ。






第二楽章　覚醒前夜









　毎日のように入り浸びたっている練習ルームは、なんとなく私の貸かし切きり部べ屋やのような雰囲気になっていた。

　もちろん他の生徒も使用することはできるのだけど、中間試戦トーナメントで勝ち上がっている人に敬意を払って優先させる、という暗黙の了解みたいなものがあるらしい。

　練習は外部から見えないようにシャットアウトし、これぞ秘密特訓、という感じだ。

「やっぱりエルナは基礎体力がバケモノクラスですね。飲み込みもバケモノクラスに早いですし。つまりはバケモノですねっ」

　おとねちゃんがタオルを差し出してくれながらニッコリと笑って言う。

「あの、褒ほめるのと貶おとしめるのを半々で与えてくれなくてもいいんだよっ!?　そんな、肉を食べたらその分野菜も食べないと、みたいなバランス感覚は必要ないんだよ!?　私は褒められると調子に乗りつつも、結果的にはちゃんと伸びるタイプだから！」

　トーナメントも進んできて、もちろんおとねちゃんの特訓も一緒に行うんだけど、内容としては私の対抗戦での実践をテーマとしたものになっていた。

「なんか、いいのかなぁ……？　ごめんね、おとねちゃん」

「放課後楽園部の代表なんだから当然ですっ！　エルナに勝ち進んでもらわないと部の充実はありえませんからねっ」

　謝る必要なんてない、とちょっとだけ怒ったみたいなフリをするおとねちゃんが愛らしかった。

「おとねちゃん、抱きしめていいかなっ!?」

「や、やめてくださいっ……。そんな、今はまだっ……」

「じゃあいつならいいのー!?　今夜!?　暗くなってからならおっけーだというのっ!?」

「いえ……あの、練習でエルナがとっても汗臭いので、シャワーを浴びてきてもらってからで……」

「あっ……」

　結構ガチな方向の嫌がり方だった。

　臭におい的なやつが気になっての拒否だった。

　さすがの私もショックを隠し切れない。

　確かにたくさん運動したから汗はかいたけどさぁ、女子高生の汗だよ!?　どっちかというと好んで匂いを嗅かぎたがる人もいる類たぐいのヤツじゃない!?

　統計をとったら喜ぶ人の方が多かったりしない!?

「世の中、そんなに変態は多くないと思うぞ」

　イケメン講師姿のビミィがチューインガムで風船を作り、ぷくっと膨らませながら冷静に突っ込んできた。

　私の練習相手として、ずっと喋しやべってアドバイスをしてくれながら動いていたはずなのに、汗ひとつかいていない。

「ちょうどここにビニール袋があるんだけど、エルナちゃんの素敵な匂いをこの中に詰め込んでテイクアウトしてもいいかな？　あとでレンジで適温になるまでチンして楽しませてもらってもいいかな？」

「へ、変態がここにいましたよっ!?　藤ふじ白しろは二にの宮みやさんの発想のおぞましさに倒れこんでしまいそうですっ。でもエルナを守るためにここで倒れるわけにはっ……！」

「なんでボクが悪役みたいになっちゃってるのかな……？　変質者扱いも、エルナちゃんからは慣れてるけど他の後輩の子からされるとなかなか辛つらいものがあるよ……？」

　おとねちゃんが私をシグレから守るように間に立ち、がるるると子犬のように唸うなり声ごえをあげてくれていた。

　あんまり考えない方がいいのかもだけど、匂いを持って帰って適温に温めて楽しむってなに……？

　匂いに適温ってあるの……？

　そしてどうやって楽しむの……？

　シグレが、真っ暗な部屋の中でビニール袋を口に当ててすーはーと息を吸っては吐いている光景を想像してゾッとする。

　もうダメなやつだ。

　風紀委員会にどうこうできるレベルを容易に超えてしまってる。

　おまわりさんにお願いするしかないヤツだ。

　ちゃんと面会には行くからね、シグレ……。

　毎日顔を合わせて練習ルームにこもっているからか、おとねちゃんがシグレとビミィに対して人見知りを発揮しなくなったのはいい傾向だった。

「二にの宮みやさんは美少女の敵ですっ。藤ふじ白しろからは常に一定距離を離れてもらう事を求めますっ。この練習ルームの中なら、常に壁にへばりついているくらいの感覚でしょうか」

「そこまで離れないとダメかい!?　壁にへばりついたまま練習はできないよ!?」

　……慣れすぎるあまり、シグレへの扱いが私と似てきたのはどうかと思うけど、ね。

　それでも、私の大事な人たちが仲良くなってくれるのは嬉うれしい。




「もちろん基礎能力は劇的に向上してるな。各種能力についての対応も身についてきてる。けどさ、エルナの目標ってなんだっけ？」

「……もちろん女め神がみに、星せい鎖さ先輩に勝って優勝！　そして放課後楽園部に入部してもらうことだよ！」

　ビミィの問いに即答する。

　そんなのはわかりきっていることで、そのために毎日頑張っているのだ。

「エルナちゃん、ビミィさんが言いたいのはね……このままじゃ星鎖さんと当たる決勝まで勝ち進むのは難しいってことだと思うよ」

　シグレが少しだけ言い難にくそうに頰ほおをかきながら教えてくれた。

　ビミィはそれに頷うなずきながら続ける。

「そういうことだ。いくら基礎能力が上昇したところで、ここから先当たる相手……シード組の部の代表たちは能力値が桁けた違いなのさ。エルナの〝オモチャの銃〟にそれとやり合えるだけの威力が伴わないと……」

「……何もさせてもらえずに負けるよ？」

　いつになくシリアスな声色で囁ささやいたのはシグレだった。おとねちゃんは特に反論せず、話の行く末をただ見守っていた。

「私の能力発動のための媒体……アイテムを見つけないと、っていうことだよね」

　私の能力は、どういう訳かアイテムなしでも発動できてしまっている。

　これは相当特殊なケースで、御み神楽かぐら星せい鎖さ先輩を除いては私だけ。

　自分の指先を見つめながら、悩んでしまう。




「エルナの能力はまだ未完成。アイテムを発見することができれば、更に威力を増して完全な姿を現すはずさ。その時はもう、〝オモチャの銃〟だなんて呼べない代しろ物ものになってるかもしれない」




　やる気を煽あおるかのように言ってくれるビミィの言葉に、私はまんまとゾクゾクしてしまった。

　最初はもちろん、対抗戦に勝って可愛かわいい女の子にアピールすることや、ポイントを稼いで優雅な学園生活を送ることに重きを置いていた。

　けれど最近はすっかりそれがなくなった……とまでは言わないけど、それよりも対抗戦というシステム自体にすっかりハマってしまっている。

　こんなに奥が深くて楽しいもの、今までの人生で味わったことがなかった。

　どんなゲームよりも、時間を忘れて読みふけったマンガよりも面白いんだ！

「うーん、やっぱり本物の銃とかになるのかな!?　ミカグラ学園の敷地内にはなんでもあるけど、ガンショップってあるの？」

「あるわけないりゅい！　ミカグラ学園は無法地帯じゃないりゅい!!」

　興奮したのか、ビミィが語尾を丸出しにしながら怒ってきた。

　ちぇっ、ほんの冗談なのに！

「エルナちゃんの発想は悪くないと思うよ。能力の内容とアイテムは密接にリンクしているケースが多いからね。例えば藤ふじ白しろさんもそうでしょう？」

「二にの宮みやさん、藤白に話しかける時は一度断りを入れてからでお願いできますか？　話しかけてもいいかどうか、まずはメールで問い合わせてもらえますか？」

「そんなシステム!?　かなりのセキュリティだねっ!?　ボクに対しての警戒心が途方もない規模まで拡大してきてるよね!?」

　シグレは悲しそうに言いながら、端末でおとねちゃんにメッセージを送っている。

　なんて律りち儀ぎなんだ。

　後輩に対して本当にそれでいいのか、我が従兄いとこよ……。




『藤ふじ白しろさん、話しかけてもいい？(^^)』

『顔文字がとても気持ち悪いので無理です、ブロックしますね』




「ちょっと!?　メッセージ送っても結局ダメなんじゃないかぁ！　そして受信をブロックされたらもう話しかける許可すら得られないじゃない！」

　頭を抱えて嘆いているシグレをよそに、ビミィが話を元に戻してくれる。

「何もないところからアイテムを具現化する生徒もいれば、形あるものをそのまま媒体とする生徒もいるんだ。エルナみたいに後付けでアイテムを探すなんてパターンはオイラも初めてだからな……とりあえず片かたっ端ぱしから試してみる他ないと思うぜ」

　ブロックを解除してもらおうと土下座をするシグレとそれを無視するおとねちゃんという、親戚として決して見たくなかった光景を横目に目撃しながら、うーむと考える。

「せっかくだから派手でカッコいいのがいいよねっ！　あっ、バイクなんかどうかなっ？　乗ってみたかったんだよねぇ！」

「それ、ただ欲しい物で高そうなのを挙げてるだけじゃないよな……？　オイラにはバイクとエルナの能力に何の関連性も見つけられないよ……」

　関連性っていうか、バイクに乗りながらオモチャの銃を連射したら超カッコいいと思っただけだもん！

「オモチャの銃が当たらなかったら、最終的にはバイクでクリスタルに体当たりする方向で！」

「ただの交通事故だからな!?」

　いい加減にしろ、と言わんばかりにビミィに怒鳴られてしまった。

　そういえば、と思い出して手を叩たたく。さっきシグレも聞こうとしてサラりとかわされてしまってたけど、おとねちゃんの能力発動のアイテムの事だ。

　能力の内容と密接にリンクしている……おとねちゃんのアイテムとは、どれなんだろう？

　能力発動は見たことがあっても、アイテムが何なのか私にはわからなかった。

「エルナには言ってませんでしたっけ？　藤白のアイテムはですね、この衣装なんです」

「衣装……？　その可愛かわいらしい服が能力発動のアイテムってこと？」

「可愛らしいだなんてそんな、真実を突き付けられると照れちゃいますよっ。藤白のためにあるような服だなんて、持ち上げすぎですっ」

　そこまでは絶対に言ってないんだけど、否定するのもアレだからそのままにしておくことにする。

　おとねちゃんはしばらく謙けん遜そんという名の自己賛美を繰り返してから、ようやく満足したのか「はふぅ」と一息ついて解説を再開してくれた。




「藤ふじ白しろの能力……〝アンチコンプレックス〟は、衣装が発動の媒体となるアイテムです。ただ、重要なポイントがひとつあって……衣装によって、能力の性質が変化するという特殊なタイプなんですよっ」




「えっ!?　それってズルくない!?　衣装チェンジしたら無数に能力のパターンが広がるってこと？」

　私が見た事のあるおとねちゃんの能力は、今の衣装のものだけ、ということになるのだろうか。

「それが、世の中そんなに甘くないと言いますか……。衣装によっては能力発動に繫つながらないものも多いので、まだパターンは限られているんですよね。模索中なんです」

　それでも、既に数パターンは発見できているということだろう。

　十分に強力というか、対策の練り難にくさで言えばチートクラスの能力のように思えた。

「わかった！　この一宮いちのみやエルナさんも一肌脱ぐよ！　おとねちゃん、新しい衣装のアイデアがあるんだけどもっ」

「……藤白はとても嫌な予感がしています。予感というよりは確信に近いものですがっ」

「その衣装脱いで下着姿になってみてくれる!?　その状態だときっとセクシー系の能力がっ……もごっ!?」

　大興奮しておとねちゃんに駆け寄りながら言っている途中で、おとねちゃんにビミィハンカチで口を塞ふさがれてしまう。

「そんなことだろうと藤白は予見していましたよっ！　そ、それも……下着姿でというのも、実は一人で試したことがあるのでもう結構ですっ」

「モゴモゴモゴっ!?!?!?」

　口を塞がれたまま、おとねちゃんのまさかの告白に更にテンション急上昇してしまった。

　下着姿だけじゃなく、きっと色んなコスプ……じゃない、服装で試してみたに違いない。鏡の前で試行錯誤しながら、あーでもないこーでもないって！




　……見たかったッッッッッッッ!!

　全力で、全身全霊でその様子を観察していたかったッッッッッッッ!!

　口を塞ふさがれているのに頰ほおを紅潮させて、うへへへと笑い声を漏らしている私に嫌な気配を感じたのか、おとねちゃんにさっと距離をとられてしまう。

　でも、服かぁ……。

　ミカグラ学園に入学してからというもの、もちろん制服があるから困りはしないんだけど、休日とかに着る私服はまるで買えていなかった。

　理由は当然、そんなポイントがあったら食費や生活必需品に消えていくから！　ポイントは常にカツカツだからねっ！

　ミカグラ学園の敷地内にはたくさんのショップがあってオシャレもし放題なのに、私はセールの時でさえ涙をのんであきらめていたのだ。

　クラスメイトに誘われても、ポイントが心もとないからとは言いい辛づらくてどう断ればいいかと混乱した末に、




「ち、ちょっと家の事情で服は着ちゃいけないことになってるから！」




　などと意味不明な理由で誘いを蹴けったりもしていた。

　……その後、悲しい噂うわさがたってしまったのも仕方のないことだろう。

「……一宮いちのみやさんって寮とか実家ではずっと全裸らしいよ……。どうやら家族全員そうらしいよ……？　制服も本当は着たくなくて、全裸で授業を受けたくてムズムズしてるらしいよ……？」

　違う、ねぇ違うんだぁぁぁぁぁぁぁ!!

　言い訳する時も、「私!!　服！　トテモ、スキ！　デモ全裸モ！　……キライジャナイ！」となぜか言い訳をする相手の子達の一糸まとわぬ姿を想像してしまいながらだったせいでおかしなことになり、まるで信じてもらえない始末だった。

　しかもなんでちょっと片言で言い訳したんだろ、私……？




「どうしたんだい？　エルナちゃん」

　シグレの問いかけで我に返る。

　そして、同時にいいことを思いついてしまった。

「あのね、私の能力のためのアイテムを探すには、まず片かたっ端ぱしから試してみるしかないんだろうなって思うの」

「で？　何が言いたいんだよ？　オイラ達にも手伝えっていうんなら、最初からそのつもりだぞ」

「ボクも全力でお手伝いするよ！　さあ、何を持ってくればいいかな？　手に入れられるモノならどんな手を使ってでも用意しようじゃないか！」

　ビミィとシグレが、思った通りの反応を返してくれた。

　おとねちゃんは何か嫌な予感がしたのか、安易に返事をせずに沈黙を守っている。賢い、とても賢い子だよおとねちゃん……。

　もちろん、これは私のアイテムを見つけるための作戦であって、決して私利私欲に走ったものではないのだ。




「私のアイテムも、おとねちゃんと同じで衣装のような気がしてきた！　そんなお告げが今あったかも！　だから……」

　ビミィはあからさまに「うげっ」という顔をして、シグレは私の話に真剣に耳を傾けている。

「私に似合う服……じゃないか、私のアイテムっぽい衣装を選んで買ってきて!!」

　もう一度言っておこう。

　これは決して私が、

「新しい服が欲しいなぁ、でもポイントにまだ余裕があるわけじゃないしなぁ……。あっ、二人に買ってもらえばよくない!?　それがアイテムだったらラッキーだし、そうじゃなくても着ちゃえばいいってことで！　このアイデア最高じゃない!?」

　なんて自分勝手なことを考えた末の作戦なんかじゃないのだ。

　だからこそ、自分の欲しい服じゃなくて二人に選んでもらうという手法にしてるじゃないか！




　とは言え、今は既に中間試戦の真まっ只ただ中なか。

　のんびりとアイテムを探している時間なんてどこにもなかった。

　おとねちゃんに汗くさいと指摘されたのを気にしてシャワーだけ浴びて、そのままみんなでショッピングに出かけた。

　ミカグラ学園の敷地内には大きなショッピングモールから、小規模なショップまで各種困らないほどに取とり揃そろえられている。

　今日きようの目的からいってとりあえず豊富な選択肢が欲しいよね、ということになり、訪れたのはショッピングモール内の女の子向けフロアだ。

　普通のショッピングモールだと、子供服から年配向けまで幅広い服が品しな揃ぞろえとして置いてあるものだ。

　けど、ミカグラ学園は当然学生が殆ほとんど。

　教職員や、ショップで働く大人向けの服ももちろん置いてはあるんだけど、大多数は生徒向けの衣服なのだった。

「おとねちゃん、瞳キラキラ輝いちゃってるよ～？　やっぱり服とか好きそうだもんねっ」

　おとねちゃんはショッピングモールが見えてくると、たまらず走り出すという子供みたいな行動をとっていた。

　あれはたまらん、可愛かわいかった……！

「そ、そんなことないですっ。藤ふじ白しろは子供ではないのでそう簡単にワクワクなどしませんっ！　き、急にダッシュのトレーニングがしたくなったんです。鍛錬を怠らない立派な美少女ですのでっ」

　別に何も恥ずかしいことなんてないのに、隠し通そうと頑張るおとねちゃんにハグしてあげたくなる。

　学生向けということで、閉店時間は普通よりも早く設定されているようで、シグレとビミィには急いで衣装を選んでもらう必要がありそうだった。

「なんでオイラがこんな事しなきゃならねーんだ！　それに、さっきそれぞれに渡されたこの紙の説明をしてくれ！」

「ボクに渡されたものと内容が違う……？　困った時に開いて読んでね、と書いてあるけど」

「ふっふーん！　私はね、二人がどんな衣装を選ぶかっていうのは後で見てのお楽しみにしたいの！　だから、お店には二人だけで入ってね？」

　シグレとビミィは顔を見合わせて、そのまま店内の様子をマジマジと見ている。

　店内には、お客さんはもちろん、店員まで全員が女の子。

　内装はピンク色中心で、〝男性の入店禁止！〟感が思いっきり感じられた。

　男だけで入るにはかなりの勇気が必要そうなショップである。

「藤白とエルナは一緒にお店に入らず、離れて待っているということですねっ？」

「さすがおとねちゃん、察しがいいね！　あ、二人ともそんな絶望的な顔しないの！　大丈夫だって、私たちもお店の外からガラス越しだけど見てるし、困ったときはその紙を開いて、中に書いてある合図を出してもらえればすぐに助けに入るからっ」

「オイラには無理だ、パスさせてもら……」

　呆あきれた様子のビミィが断ろうとするのをすかさず遮さえぎって、

「えっと、〝オイラ達にも手伝えっていうんなら、最初からそのつもりだぞ〟……だっけ？」

　さっきのビミィのモノマネをしてみせると、言い返しにくかったのか簡単に押し黙ってしまった。

「ボクは、エルナちゃんの衣装を選ばせてもらえるんならこれくらいの困難は乗り越えてみせるけどねっ」

　シグレはどこまでも前向きで、それで何着まで選んでいいの？　と張はり切りまくっている。

　閉店時間も近いというのに、店内を見ると女子中高生でいっぱいだった。

「おかしい……絶対におかしい……。確実に目的が入れ替わっている気がするぞ……」

　まだ不満なのか、ビミィはブツブツ言ってるけど、それでも店内をちらちらと見ながら早速衣装に目星をつけているようだ。

「それじゃ、制限時間は一時間！　選ぶ衣装は一種類ね！　何か困ったり助けが必要になったら、渡した紙に書かれている指示に従うこと！」

「藤ふじ白しろがスタートの合図を出しましょう。いきますよっ。逮捕までー、５、４、３、２、１……」

「ちょっと待とうか!?　カウントダウンの前に不穏な言葉があったのは気のせいじゃないな!?　その合図で飛び出していけるほど覚悟決まってねぇぞ!?」

　ビミィにそう言って止められたおとねちゃんは不満顔で、もう一度普通にカウントダウンをしていた。

　合図とともに、今度こそ二人は緊張顔で店内に突入していく。

「わーっ、私に似合う衣装、期待してるからねー!!」

　そんな私の声援も、既に耳には届いていないようだった。




　二人が店内に入ったことで、それを目撃したお客さんは一瞬だけざわついたものの、そこはビミィもシグレも見た目は清潔感のある雰囲気。

　何が起こるわけでもなく、彼女さんと一緒に来てるのかな？　なんて空気で受け入れられつつあった。

「顔が整ってるって得だよねー。でも、問題はここからだよ……」

「二にの宮みやさんを見てくださいっ。早速欲望丸出しのコーナーへと駆け出していきましたよ!?　あれは、他人の目なんてまるで気にもしてませんよ!?」

　先に行動を起こしたのはシグレの方だった。

　紳士的な態度で、店内の女の子にぶつからないようにしつつもダッシュでとある一角へと一直線に向かっていた。

　なにしろ、品しな揃ぞろえの豊富すぎるショップだ。

　なんでもあるだろうとは思ってたけど、そんな趣味のモノまで取とり揃そろえているとは思わなかった……。

「こ、コスプレの衣装コーナーですよね……？　二にの宮みやさん、これ以上ないくらいに真剣な顔つきで品定めをはじめましたよっ!?」

「婦警さんかファストフードの店員さんのコスプレ衣装で迷い始めた!!　くっ、周りの女の子は完全にどよめいて引いてるのに、気にもせず布の質を確認しはじめたっ!?」

　シグレの事を甘くみすぎていたのかもしれない……。

　そうだ、こういう従兄いとこだった。

　こんなところで野放しにしては絶対にいけない男だったよ！

　ガラス越しだからはっきりと声までは聞こえないけれど、唇の動きと店員さんの態度から何を言っているのかはわかってしまう。

「……試着はできますか？　って言ってますよねあれ……」

　おとねちゃんが衝撃を隠し切れない様子で確認してきた。

　私はただ頷うなずくことしかできない。

　私に着せる前に、まずはシグレが自分で着てみようという発想がまず変態的だった。

　とても直視できそうにない。

　あれが親戚だなんて、血が繫つながっているだなんて!!

　当然のようにミカグラ学園高等部の女子も買い物に来ているので、有名人のシグレの行動に、驚いて写真を撮影されたりもしているけど、シグレはそんな事よりも今はコスプレ衣装の方が大事なんだとばかりに一顧だにしていない。

　対抗戦の練習のコーチをしてくれている時よりも余程気合いが入っているように見えた。

　もうヤだよ、この人……。

　シグレには、困ったり助けが必要になったりした時のための紙なんて必要なかったかも……そう思った時。




「あっ、見てくださいエルナ！　二宮さんが慌てて紙を開け始めましたよっ」

「本当だ！　どうしたんだろ？　困ったり助けを必要としたりしているのは、この場合シグレじゃなくて店員さんや周りのお客さんの方だと思うんだけど……」




　ちなみに、紙を開くと中にはこう書いてある──。




『困ったら金魚っぽい動きをして！』




「あっ、シグレさんが口をパクパクしはじめましたよ!?」

　メモの内容を知らないおとねちゃんが、突然のシグレの凶行に驚きよう愕がくしている。

　か、完全に金魚っぽい動きだ!?

　口だけじゃなくて手もぱたぱた動かして金魚が泳いでる風にしてる!?

「こ、これはどう見ても困ってるね……？　助けを求めているよ……。でも、金魚だけにしばらく泳がせておこう？」

　あの場に入って知り合いだと思われたくないという気持ちが働いてしまって、放置という選択肢を選ぶ。

　シグレならどうにかするでしょ、っていうか多分衣装をひとつに絞れなくて困ってるとかそんなんでしょ……？

　一方のビミィはどうしてるだろうか、と視線を巡らせてみる。

　開放的な店内は、店の外からでもはっきりと見渡すことができてとても都合がよかった。




「あっ、見つけました！……で、でもあれは一体何をしてるんでしょう……？　藤ふじ白しろは見てはいけないものを目撃している気がして仕方ないですっ」

　ビミィに渡した紙を開くと、中にはこう書いてある。




『助けが必要になったら筋トレを始めて！』




　ビミィは、汗だくになって一心不乱に腹筋を繰り返しているところだった。

　私たちがシグレに注目している間もずっとやっていたんだろう、もう何回目なのかペースも落ちてきている。

「こ、これはどう控えめに見ても急な助けを求めているね……？　しかもよく見ると店内の手前の方で腹筋してるから、随分早い段階から助けを求めてたことがわかるね……？」

　周囲の店員さんが「お客様、どうされましたか!?」と声をかけている様子が見えた。

「いや、これは違うんだりゅい!!」

　かなりの大声で言ったのと距離が近いのもあって、ガラス越しなのにビミィの声がはっきりと聞こえてしまう。

　シグレは、ともう一度視線を戻してみると、相変わらず金魚のマネを継続していた。

　今はエサが欲しくて上を向いて口をパクパクするという場面らしい。

　なかなか飼い主にエサが貰もらえないのだろうか、とても悲しそうな目をしている。

「な、なんですかね、この無駄にストーリー性のある感じ……」

　もうコスプレ衣装を地面に置き捨てて、金魚の動きの再現に余念がないようだった。既に目的を見失いまくっている。

　ビミィの筋トレも佳境を迎え、この窮地を勢いだけで乗り切ろうという意思を感じられた。

　女子でいっぱいだった店内では店員さんによる避難誘導が開始されてしまい、思ったよりも大おお事ごとになっている。

「エルナ、助けにいかないんですか……？　藤ふじ白しろは遠慮しておきたいです」

「うん……私もいいかなって。帰ろっか……？　真面目まじめにアイテム探そうね……？」

　金魚そのものになって店内という水槽の中で優雅に生活するシグレと、オイラのジムはここだとばかりに筋トレを続けるビミィ。

　帰ってから、いくら二人に怒られたっていい。

　もし本当に衣装を買ってきたらそれがどんなものだって着てみせよう。

　けど、今はこの場所を立ち去らせて……！

　帰らせて……!!




　ショップから出て安あん堵どして帰宅していくお客さん達に混ざって、私たちも被害者みたいな顔をして帰る事にした。

　店内からビミィの怨えん嗟さの声が轟とどろいて聞こえてきた気もするけど、空耳だったということにしよう、うん。





　　　＊






「大変だったんだからな！　講師である身分証明まで提示させられて、学園長に呼び出されてあの姿に戻されそうになったんだぞ！」

　ビミィの怒りは根深く、なかなか許してくれそうになかった。

「だからごめんってば～！　あ、なんか筋肉ムキムキになってない？」

「ちょっとなってるよ！　あれだけ筋トレすりゃあな!?」

　大人なのに身体からだの線が細いことを気にしていたらしいビミィは、筋肉を褒ほめるとちょっと機嫌が良くなることを発見している。

　しばらくはこの手で地道に持ち上げていくしかなさそうだった。

「エルナちゃん、次はこの衣装を着てみてよ!!　じゃーん、病弱な妹風パジャマとベッドのセットだよ！」

「家具付きってもう衣装の範はん疇ちゆう越えてない……？　病弱な妹風だから、お見舞いの果物くだものセットまで置いてあるの……？」

　シグレの要求はエスカレートしていく一方だけど、可哀かわい想そうなことをしてしまったので断ることは考えていなかった。

　好きな衣装を着るだけでこんなに喜んでもらえるというのも、女の子として悪い気はしないし、ね。

　衣装以外にも、これが私のアイテムかも！　と思う物をたくさん買ってきてくれるので放課後楽園部の部室は変に物が充実してきてしまっていた。

　家具はもちろん、ゆったりと過ごすのに必要な家電製品まで一式揃そろっている。

「冷蔵庫がエルナのアイテムかも、って言って買ってもらったのは無む茶ちや苦く茶ちやだと思いますよ……？」

「わー、やっぱり冷蔵庫が能力発動のためのアイテムなわけないもんね！　騙だまされたよ～！」

　嬉うれしそうに騙されたことを口にするシグレにおとねちゃんも呆あきれている。

　けど彼は優等生らしくポイントには全く困っていなくて、私に物を買い与えるのが嬉しくて仕方がないらしい。

　シグレには感謝してもしきれないな、と思う。

　そろそろシグレの眼鏡めがねも新しいのを一緒に選びにいかないと、かもね。

　小さい頃から、シグレの眼鏡を選ぶのは私の役割になっていた。

　その時だけは二人で出かけるというのが最近でもお決まりになっている。




「エルナちゃんとこうやって対抗戦に向けて準備をしていると、初心を思い出すよ」

　不意に、シグレがぽつりとそんな事を呟つぶやいていた。




　唐突な独白に、ビミィとおとねちゃんも黙って耳を傾ける。

　私も病弱な妹風パジャマを着ながらなのでどうしても緊張感に乏しかったけれど、シグレの声色が普段とは違うことを悟って、からかうことはやめた。

「ボクも中等部時代……姉妹校の、だけどね。その頃は、こうやって親友と集まって対抗戦に向けてあーだこーだって熱く語り合ったよ」

　こんな衣装を私に着せておいて、熱く語り合った事を思い出すのは違くないか!?　と思ったけど、そんなことを言い出せる空気じゃなかった。

「昔のように戻れるだろうか。九く頭ず竜りゆう君……京きよう摩まと出会った頃のように。いつか、戻れるだろうか」

　姉妹校時代にルームメイトだった二人。

　今はわだかまりがまだあって、昔のようには関かかわれない二人。

　でも、変わった事も確かにあるのかもしれないけれど。

　一番根っこの部分は、二人ともきっと変わってはいないはずだった。

　親友同士だった、あの頃のまま。

「距離が離れたのなら、また縮めればいいよ」

「エルナちゃん……」

「男同士、拳こぶしを合わせてさ。ケンカは絶対よくないけど、代わりにこのミカグラ学園には素敵なシステムがあるじゃない？」

「そうか、そうだね！」

　対抗戦という、楽しくも奥深いシステムがある。

　そして明日は、期末試戦トーナメントで美術部代表の九頭竜京摩と漫画研究会代表の二にの宮みやシグレが激突する日だった。






第三楽章　全てはこの瞬間のために









　期末試戦の、まだ大詰めとは言えないこの段階でこの対戦カードが実現したのは、偶然でしかない。

　けれど運命的なものを感じてしまうのは、事情を知る私だけだろうか？

　期待値ランキングでも今回の二強である二人の激突は、正しくメインイベントと言える注目度を持って迎えられていた。




「うー、私は二人とも応援するっ！　どっちが勝っても負けても、どんな顔をしていいやら複雑だよー！」

　喜ぶのも負けた側に申し訳ないし、かといって残念がるのも違うだろう。

　離れた場所で、映像で観戦しようとも思った。

　けど、やっぱり直接この目に焼き付けたいじゃないか。

　映像観戦ではなく直接、と考えたのは何も私達に限ったことではないようで、観戦席には人が溢あふれかえっていた。

「凄すごいですねっ。藤ふじ白しろが出たルーキー戦決勝も人が多くて緊張しましたが……比較にならない人数ですっ」

「同時刻の他のカードはガラガラだろうな。それだけの価値がこの一戦にあると、オイラも思うけどね」

　シグレが漫画研究会の部員に頼んで確保しておいてくれた席……最前列の特等席に、私とおとねちゃんとビミィの三人は招待されていた。

　案内してくれたのはあのはす見み姉弟きようだいで、終始おとねちゃんに申し訳なさそうにしていたのが印象的だった。

　今も少し離れた席から、こちらの様子をうかがっているのが見える。

　目を向けると、わざとらしくそっぽを向いて口笛を吹き始めた。

　なんてわかりやすいごまかし方なの……？

「ふ、藤白はもう気にしてないんですけどねっ。むしろ感謝してるんです。放課後楽園部に入ることに決めたきっかけをくれたようなものですもん」

　確かに、あの一件で絆きずなみたいなものが深まった……のかもしれない。

　おとねちゃんと二人で、ひらひらと見姉弟に手を振ってみる。

　すると、向こうも少し安心したように頭を下げてくれていた。

　わだかまりなんて、こうやってお互いが歩み寄れば案外すぐに解消できちゃったりするものだよね。




「きっとこの二人も、ね」

　私がそう独り言を言うのと同時、九く頭ず竜りゆう京きよう摩まと二にの宮みやシグレの二人が大声援に迎えられて姿を現した。

「さすがに凄すごいね。星せい鎖さはどうせ今回も気分次第でどこかのタイミングで不戦敗になると思われているから、これが事実上の決勝として見られてるってワケだな」

　そう語るビミィの声も、すぐ隣に座っているのに歓声にかき消されてよく聞こえない程だった。

「え？　なに？　飲み物買ってきてくれるって!?　じゃあ私はキャラメルポップコーンとオレンジジュースお願い！」

「そんなこと言ってないりゅい!?　てか、もう試合はじまるしっ！」

「藤ふじ白しろは紅茶を希望します」

「おとねちゃんまでかよ!?　オイラは絶対買いに行かないからなっ！　移動販売のお姉さんが近くに来るのを祈ってろよ！」

　これほどまでに集客力のある試合ともなると、製菓部などが部のポイントの稼ぎ時とばかりに移動販売をしていたりするのだ。

　まるでスポーツ観戦のノリだけれど、そのフリーダムさもミカグラ学園らしいのかなと思わなくもない。

　バトルステージの全体像を見ると、開けた場所に中世の巨大な古城のような建物が鎮座していた。

　ところどころ天てん井じようがなかったり壁が壊れて外と繫つながっていたりもするけれど、基本的には観客席から内部を直接見るのには不向きなステージと言えそうだ。

　それでも時折姿は見えるだろうし、大型のスクリーンも当然設置されている。

　臨場感を味わうには、この距離は充分すぎるくらいに至近だと思えた。

「も、もう観客席とバトルエリアの間に結界が張はられたようですねっ。内部の音声がスピーカーから聞こえます」

　おとねちゃんが言う通り、見えない結界がいつの間にか、ステージを囲むように音もなく発生していた。

　今回の中間試戦の大一番だけに、緊迫感が広がっていくのを肌で感じる。

　既に能力に目覚めている生徒も、そうでない生徒も。

　……この二人の格の違いというものは、本能でわからされてしまうようだった。

　スピーカーを通して、二人の会話が聞こえてくる。

　いよいよだ。

　私は知らず知らずの間に、自分の腿ももを力いっぱい握りしめていた事に気付いた。




「よお、ヒーロータイム。最近はエルナに付きっきりだったようじゃねーか。そんなんで俺とやりあおうだなんて、なめられたもんだな？」

　拳こぶしをぽきぽきと鳴らしながら古城の門の前に立つのは、美術部の九く頭ず竜りゆう京きよう摩ま先輩。

　美術部の部室で会う時とはまるで別人のような、殺気にも似た気迫を放つ姿はそれだけで歴戦の戦士を思わせる風格がある。

「やあ、九頭竜君。ミカグラ学園に来てようやく初めて対戦が叶かなったね！　この時を、ボクはずっと待ってたんだ」

　相対するは、漫画研究会代表の二にの宮みやシグレ。

　今回の期待値ランキングでは堂々のトップを奪取し、私の特訓に付き合ってくれているのにも拘かかわらず取材を引き受けたりで奔走し続けていた。

　それでも、睡眠時間を削って自身の技も磨き続けていた姿を、私は見てきている。

　シグレは、九頭竜先輩をなめてなんかない。

　きっと他の誰よりも評価して、最大限の力をもって戦おうと準備していた。

　スクリーンには、リアルタイム映像と一緒にこれまでの二人の対抗戦のダイジェストがスタイリッシュに編集されて流れていた。

　二人の戦い方はまるで別物。

　トリッキーで予測不能、かつパワフルな九頭竜先輩に対して、シグレは奇をてらわない正統派の剣士スタイル。

　でも……そんなにも違うはずなのに、どこか似た部分があるように感じてしまうのはなんでなんだろうか？

「多分、強者の余裕かな。二人とも余力を十二分に残しながら戦ってる。底を見せていないんだ、これまでの戦いではね」

　ビミィがダイジェスト映像を見ながら感心するように呟つぶやいた。

　私にはそこまで理解できないのは、まだ力不足ということだろうか。思わず唇をかんでしまう。

　先輩だからとか、いつか勝てればいいとか、そう思えたらどんなに楽だったか。

　星せい鎖さ先輩との約束に辿たどりつくためには、この強者二人さえも越えなくてはならないのに。

「エルナ……？」

「ううん、おとねちゃんなんでもないよ！　さ、二人の勇姿を目に焼き付けるぞ～！」

　心配そうな眼まな差ざしを向けてくれたおとねちゃんに笑いかけながら、試合開始のカウントダウンを待つ。

　ヒートアップする観客席とは裏腹に、フィールドの二人は淡々と開始の瞬間を待っているように見えた。

　色々な思いが胸をよぎっているのかな、と思う。

　空を見上げれば曇り空。

　天気予報によると、雨が降るか晴れるかは曖あい昧まいらしかった。

　暗雲が立ち込める……とまでは言わないまでも、薄暗い天候は二人の心境を表しているようで……なぜか私の心がチクチクと痛んだ。







　端末から、無感情な声でカウントダウンが聞こえてきていた。

　どちらも開始前に距離を取ろうとか隠れようという意思はないようで、僅わずか数メートルという場所で相対している。












　睨にらみつけるような態度の九く頭ず竜りゆう先輩と、薄うっすらと笑え顔がおを浮かべて一歩も引かないシグレ。

　ただお互い立っているだけなのに、まるでもうハイレベルな攻防が始まっているかのような迫力がある。

　この境地に辿たどりつくまで、どれだけの場数を踏んできたんだろう？　強者として知名度があって、戦闘スタイルは研究され、分析され尽くして……それでも尚なお、強者であり続けるということ。

　……並大抵じゃない。




『３……２……１……試合開始です』




　端末がそう告げた刹せつ那な、疾風が巻き起こった。

「いや……違う！　シグレが突っ込んだ!?」

　大きなペンの形をした剣を両手で持ち、怒ど涛とうの勢いで九頭竜先輩のクリスタル目がけて疾駆していた。

　速いっ！

　私と練習していた時よりもずっと。

　九頭竜先輩はその場から高く飛ひ翔しようしながら、寸前でシグレの剣を……何も触れずに弾はじき返かえした。

「いえ、パレットを展開していますっ。九頭竜さんの必殺技、〝パレットバレット〟ですよっ！」

　おとねちゃんが興奮気味に言う。

　言われてみれば、宙に浮かぶ画材……絵の具を入れるパレットがまるで意思を持っているかのように二人の間に飛び込み、シグレの剣撃を受け止めていた。

　これが〝パレットバレット〟……。

　あのスピードにも容易たやすくついてくるんじゃ、直接的な攻撃を九頭竜先輩にまで到達させるのは至し難なんの業わざのように思える。

　剣撃を防いだ後は、九頭竜先輩を守るように彼の周囲を旋回している。

　九頭竜先輩は跳躍から後方へと着地すると、古城の崩れた部分から内部に入っていく。

　シグレの速度に慄おののいて後退した、という感じではない。

　誘いざなうように、ゆっくりと背中を見せながら歩いていく。

　直接の人目があるとダルいからこの中でやりあおうぜ、と言っているかのように。




　ファーストアタックの攻防だけで、見ている側としては息がつまりそうだった。

　背中を向けているからチャンスだとか、そんな卑怯な発想はこの二人の場合ありえないのだろう。

　そういう絶対になくならない信頼関係のようなものは、今でも深く根付いているようだった。

　観客席から直接見ることができない場所へ移動されてしまったので、スクリーンを注視する。

「今日きようはカメラの数も多い気がするな。臨場感たっぷりというか」

　ビミィの言う通り、まるで映画作品を見ているような視点の映像はドラマティックでさえある。

　すぐそこで繰り広げられている光景だとは、俄にわかには信じられない。

「準備運動はもういらないのか？　俺はいつでもいいぜ。来いよ」

「懐かしいね、九く頭ず竜りゆう君。昨日きのうのことのように思い出すよ。ボクらが同じ部屋で寝しん食しよくを共にしていた頃の事をさ」

「あぁ？　俺は忘れちまったな、そんなもん」

　面倒くさそうに、耳をいじりながら九頭竜先輩が返す。

「いいからやろうぜ、ヒーロータイム。いらねぇ口を開けるより、パーティーの幕開けといこうや！」

「ふふ、わかったよ。楽しいパーティーにしようね」

　シグレは言い終えると同時、手に持っていた剣を思い切り振りかぶり……槍やりのように投とう擲てきした。

「なっ!?」

　想定外の行動だったのか、一瞬たじろいだ九頭竜先輩がアクションを決めかねている間に、シグレはもう一本のペンを剣へと変える。

「二刀だとぉ!?　だがそんな事でっ！」

　空飛ぶパレットを、投擲された剣と自分との間に配置しながらまずは防御しようという体勢らしい。

　けれどシグレは剣とパレットが衝突するのを待つことなく、投げた剣を超えるスピードで自らも九頭竜先輩めがけて飛び込んでいった。

「防御一辺倒とは九頭竜君らしくないねっ!?　もしかして久々の対戦だから遠慮しちゃってるのかい？」

「んだとっ!!」

　シグレは防御を捨て、全すべてをスピードに注そそぎ込んだような体勢で投とう擲てきした剣に追いつき、パレットに弾はじかれる前にもう一度その手で摑つかみ直す。

　そしてその勢いのまま、二刀流でパレットを思い切り……斬きるというよりも、叩たたいて押しのけた。

　ガギィィィィィン!!　という激しい音を響かせながら、パレットは耐え切れず弾き飛ばされる。

「なっ……？　シグレェェェェェェェ!!」

　ヒーロータイム、という呼び方を忘れ、無自覚のうちに昔のように名前で呼んでしまっている九く頭ず竜りゆう先輩は、自分のパレットが力負けして押しのけられたという事実に激げき昂こうしていた。

　どうも、あの〝パレットバレット〟は九頭竜先輩との距離が精度やパワーに関係してくるようだった。

　投擲することで、九頭竜先輩とパレットの距離をわざと取らせて……反撃の芽も消しつつ、速度に全てを振ったシグレが急速に迫っていく。

　パレットは弾き飛ばされ、すぐに主人を守れる位置にはない。

　──万事休すか、と思った瞬間だった。




「なぁんて……な。お前の考えそうなことなんてお見通しなんだよっ！」

　パレットが吹き飛ばされる前にあったその場所に、赤色の絵の具だけが取り残されて浮かんでいた。

「俺の〝パレットバレット〟は、絵の具の色によって異なる効果の爆弾を生み出す。赤は……どっかーん、だ」

　シグレはその赤の絵の具に気づいたものの、自らの勢いを止めることはできない。

　ドゴォォォォォン!!　という強烈な爆発音と共に、周囲に白い煙が充満する。

　バトルを映し出すカメラも煙の影響下に入ってしまい、シグレがどうなっているのか窺うかがい知しることはできなかった。

　煙が晴れるまでハラハラしながら待つしかないかと思っていると、隣で見ているビミィが解説してくれた。

「シグレが剣の切っ先で赤の絵の具を斬りつけて爆発させてたよ。クリスタルにも本人にも影響ないだろうな、ありゃ」

　そう言い終えたかどうかというタイミングでようやく煙が晴れてスクリーンにも二人の姿が映し出された。

　爆発の影響などなかったかのように、二刀で斬きりかかるシグレと、それをパレットで避よけながら蹴けりでクリスタルを狙ねらう九く頭ず竜りゆう先輩の姿がそこにはあった。

　息もつかせぬ、とはこのことだろう。

　これまで見た中で最高速で展開されるバトルに、私はまるでついていけていなかった。

　無駄のない、洗練され尽くした攻守のやり取りは、もはや芸術的にさえ見える。

　そんなハイレベルな戦闘を繰り広げながらもまだ喋しやべる余裕はあるようで、シグレが心底楽しそうに口を開いた。

「あの頃は毎日のように力尽きるまで模擬戦をして、戦術について飽きることもなく朝方まで語り合って。時には色んな悩みを打ち明け合ったりもしたっけね」

「うるせぇ、黙れ。いや、黙らせてやる！」

　余裕そうに戦うシグレに腹が立ったのか、あるいは過去を語られて苛いら立だったのか。九頭竜先輩はパレットから黒の絵の具を飛び散らせて自身は後方へと躍り出た。

　黒の絵の具は少しの間も置かずに爆発……するかと思いきや、巻き起こったのは普通の爆発ではなくて。







　──パァァァァァァァァァァァァァァァァァンッ!!




　それは、聴覚を揺さぶる程大音量の音爆弾だった。

　観客席側にはスピーカーを通して伝えられるのでセーブされてはいるようで、耳がどうこうなってしまうことはないようでホッとする。

　そうでもなければ、しばらく耳がグワングワンして間違いなく行動不能に陥おちいっていただろう。

　バトルフィールドにいるシグレは……と心配になって見てみると、しっかりと両耳を指で塞ふさいで防御姿勢をとっていた。

「ひぇー、こっわいねー。知らなかったら今頃どうなってたか」

「黙れって言ったろ？　なあっ！」

　自身も音の影響を受けないように後方に下がっていたかと思いきや、シグレが音爆弾に対応して動きを緩めている間に、パレットが鋭く滑空してクリスタルに狙いを定めていた。

　どちらかといえば受け手に回っていた九頭竜先輩が一転して攻勢にまわる。

「いつでも余裕ぶった態度のシグレの事がな、ずっと俺はっ！」

　パレットは縦横無尽に飛び回り、時には斧おののようにクリスタルに襲おそいかかり、時には剣から主人を守る盾となっていた。

　九く頭ず竜りゆう先輩も一緒に接近戦に挑んでいるせいか、動きの精度が格段に上昇しているように見える。

「ずっと好きだったのかい？　いやー、嬉うれしいけどボクにはエルナちゃんっていう運命の相手が……」

「うるせぇ、潰つぶすぞっ！」

　パレットを剣で防いでいるシグレに、その逆側から赤の絵の具の爆発が襲いかかる。

　シグレはもう一振りの剣でその爆発からクリスタルを守り、爆風はクリスタルに傷をつけるものの、破壊するまでには至らない。

「ふー、京きよう摩まが相手じゃちょっとの油断も命取りだね。ちょっとエルナちゃんとの未来を思い描いていたらこれだよ……」

　シグレの方も意識してか無意識なのか、対抗戦が始まってからは昔の呼び方なんだろう、下の名前を呼び捨てにしていた。

「エルナ、エルナって……。シグレの頭の中はそればっかりなのかよっ」

　不機嫌そうにぼやきながら、今度は黄色の絵の具をパレットから飛び散らせた。それはすぐに炸さく裂れつして激しい閃せん光こうを走らせる。

　黄色は光の爆弾、だったのだ。

　一体、何種類のレパートリーが存在するのか。

　色の数だけあるとしたら、計り知れない。

　けれどシグレはその黄色の絵の具の効果も知識として持っていたらしく、光を防ぐために目を閉じたまま器用に剣を振り、パレットを弾はじき返かえしていた。

「そればかりということはないよ。京摩のこともずっと気にして見ていたからね」

「なっ……!?」

　九頭竜先輩はそのセリフに驚いたようで、動きを止めてシグレをまじまじと凝視していた。

　シグレは閃光のせいで閉じていた目を慣らすようにぱちぱちと瞬まばたきを繰り返しながら、対抗戦の最中とは思えないほど穏やかに言葉を続ける。

「京摩がこっちの学園に来て絵を頑張ってる姿も、美術部の代表になって不器用だけど部のために戦ってる姿も……ずっと見てたんだよ」

「噓うそつけよ……」

「いいや、噓なんかつかないさ。一人で好物の牛乳を買って飲んでる姿も、エルナちゃんに出会っていつもより多めに牛乳を買うようになったところも。時折見せる寂しそうな姿も、ね」

「優等生のミカグラ学園のヒーロー様は、落ちこぼれの俺なんかの事もちゃんと気にかけてくださるってかぁ!?」

　肩を震わせながら、九く頭ず竜りゆう先輩が絶叫して再び攻勢に出ていた。

　けれど、先程までの洗練された攻撃とは違い、なんだかちぐはぐな……精彩を欠いた動きに見える。

　シグレはそれを軽くいなしながら、懐かしそうに言葉を紡ぎ続ける。

「あの頃の京きよう摩まはボクの事をいつだって対等に扱ってくれていたね。けど、実際は違った」

「あ？　何を言ってやがる……くそがっ」

「京摩の力は際きわ立だって高かった。……ずっと見上げてたんだよ。京摩に憧あこがれてたんだよ、ボクは」

　言われた九頭竜先輩は、目に見えて動揺しきっていた。

　狼狽うろたえている、と言ってもいい。

　まさかそんな事が、という反応だった。

「憧れてた……？　あんまりバカなことを……」

　言うなよ、と続けようとしたんだと思った。

　けれどシグレはそれを待たずに、彼に似合わない怒気を孕はらんだ重い剣撃を振るう。

　まだ動揺している九頭竜先輩はそれに反応できず、回避行動をとれない。

　けれどシグレは九頭竜先輩にヒットする前に寸止めしていた。

　クリスタルを狙ねらうのではなく、九頭竜先輩に向けての一撃だった。

「優等生ってことだけが取り柄のボクが本当にヒーローになるのはさ、簡単なことじゃなかったよ」

　九頭竜先輩は何も言わず、ただ俯うつむいてしまっていた。

　二人の事情などもちろん知らない観客席は静まり返り、動きを止めてしまった二人を注視していた。

　あまりに長時間戦闘の意思を見せないと、両者反則負けになってしまう、というルールがあったように思う。

　私はその事が頭の中によぎったが、それでも心配はしていなかった。

「周囲にずっと持ち上げられ続けて、それに応えるために死にもの狂いで努力したシグレ。逆に、周りの期待に応えられなくてざまぁみろ、と立ち止まった九頭竜君。二人の実力はいつの間にか入れ替わっていたって事だな」

　ビミィが神妙な顔つきで言った。

「九く頭ず竜りゆう君もわかってるはずだよ。シグレが何を言いたいのかって事。決して努力を誇示して相手を貶おとしめたいワケじゃない。ただ……」

　言い終える前に、バトルフィールドの状況に動きがあった。

　シグレが両の手に持っていた剣を投げ捨て、何も言い返してこない九頭竜先輩に対して……。




「──あっ!?」




　私は思わず声をあげてしまった。おとねちゃんは両手で顔を覆ってしまっている。

　シグレは、素手で。九頭竜先輩に拳こぶしを振り下ろしていた。

　それも、クリスタルになど見向きもせず……彼の頰ほおへ向けて。

　うなだれていた九頭竜先輩に思いっきりパンチが入り、結構な勢いで後ろにすっ飛んでいった。

　気持ちの入った、重い一発だった。

　九頭竜先輩は殴られた頰を手で抑えながら、呆ぼう然ぜんとシグレを見返す。




「目を覚ませよ。ボクはずっと待ってたんだ、この対抗戦のステージで！」




「決して努力を誇示して相手を貶めたいワケじゃない。ただ、鼓舞したかったんだと思う」

　ビミィは、さっき言いかけたセリフを今度は最後まで言い切った。

「鼓舞、したかった……？」

　私の問いに、ビミィは頷うなずいて続けた。

「これまで、九頭竜君は対抗戦の対戦相手が漫画研究会になりそうだと、その前の試合でわざと負けて……避けていたんだ。いや、逃げていたんだろうな」

　そして、その度にシグレは何も言わず強くあり続けて、求められるヒーロー像に近づけるように努力を続けて。




「ボクは京きよう摩まが再び同じステージに上がってきてくれるのを待ち続けてたんだよ」

「シグレ、お前……」

「随分遅かったな、おい？」

　バトルフィールドでは、そう言いながらシグレが九頭竜先輩に手を貸し、立ち上がるのを助けていた。

　九く頭ず竜りゆう先輩は思いのほか素直に手を借りながらも、立ち上がるとすぐにシグレの手を振り払う。

　お互いの距離は最接近して、いつでもクリスタルに手を伸ばせてしまう。

　けれど、二人ともそんな無粋なことはお互いしないとよく〝知って〟いた。

「そうだな、俺はずっとシグレと戦うのを避けてた。でもどうして今回の中間試戦に限ってはやる気になったんだっけな……？」

　九頭竜先輩は心底不思議そうに言ってから、観客席を見回していく。

　そしてその目を止めたのは……他でもない、私のいる場所だった。

「えっ……？　なに……!?　えのやん先輩……？」

　私がワタワタとしているのを見て、九頭竜先輩は自じ嘲ちようするように笑う。

「くっく……そうだったよ。新しくできた可愛かわいい後輩にさ、かっこわりぃところは見せられないんだわ」

　ひとしきり笑ってから、シグレを挑発的に睨にらみつけた。

「ずっと見上げてた、だと……？　勝手に過去形にしやがって。また見上げさせてやろうか？　首が痛くなるくらい上をっ！」

　叫びながら、九頭竜先輩もパレットを置き去りにして拳こぶしを振り上げる。

　やり返すように、矛先はまっすぐにシグレの頰ほおに向けられて。

　鈍い音と共に、シグレも思い切り吹き飛んだ。

　アッパー気味に入った一撃はかなり重たかったはずで、それでもシグレは殴られたのにちょっと嬉うれしそうにさえ見えてしまうのは気のせいだろうか。

「お前……。わざと喰くらいやがったな？　どういうつもりだよ、シグレ……」

　九頭竜先輩はバカにされたと思ったのか、怒り心頭といった様子で。自らの拳とシグレの頰を、交互に睨んでいた。

　その怒りを爽やかに受け流しながら、シグレは場違いとも思えるような微笑ほほえみを浮かべて言った。

「これでダメージは対等だろ？　ボクの憧あこがれるマンガのヒーローはさ、みんな対戦相手とフェアに戦うんだ。そして……」

　そして地面に放ほうり出していた剣を拾って、ここからがスタートだとばかりに構えて。

「そして、最後には必ず勝ってみせるんだ。さ、やろうか。京きよう摩ま！」

「シグレェェェェェェェェェッ!!」

　九頭竜先輩は激げき昂こうして、〝パレットバレット〟を発動させる。

　それも、先程までの単色使用ではない。

　様々な色が飛び散っては、様々な効果を発揮していく。

　視覚にも、聴覚にも、当然直接的な攻撃も。

　シンプルに一種類だけ使用している時よりもそれぞれの威力はダウンしているようだったけれど、その展開力は九く頭ず竜りゆう竜先輩が描く絵のようにアーティスティックな爆発力を伴っていた。




「俺はヒーローに倒される悪役ってワケかよ？　おい、これはマンガじゃないんだ。そんな都合のいい展開になると思うなよ!?」




　九頭竜先輩がそう叫んで、一気にバトルが加速した。

　最初から飛ばし過ぎのスピードバトルだと思っていたけれど、甘かった。

　あんなものは序じよの口くちの様子見でしかなかったのだと思わされる激突は、火花が散るほどの破壊力を有した熱量の高すぎるもので。

「凄すごいですっ……」

　おとねちゃんが思わず漏らしたその言葉に、まるっきり同意してしまう。

　目が釘くぎづけになって、一瞬だって目が離せない。

　まばたきするだけで攻防が移り変わり、目まぐるしい程の手数にクラクラしてしまいそうになる。




「でも、二人とも……笑ってるよね？」




　そうなのだ。こんなにも激しい戦いの最中に、九頭竜先輩もシグレも楽しそうに笑っている。

　まるで、拳こぶしを交し合いながら少しずつ昔の二人に戻っていくみたいに。

　心に降り積もっていた雪が氷解していく音が、こっちまで聞こえてくるみたいに。

「確かに俺は立ち止まってたよ。けどな、技を鍛えることを完全に怠っていたみたいな言い方するなよ」

　九頭竜先輩は攻撃の手は止めないままにそう言い、手元にパレットを引き寄せてから色を様々なパターンに混ぜ合わせていく。

「何を……!?」

「シグレの知らない俺もいるんだぜって事だよ！　喰くらってみろよ、これが今の俺の〝パレットバレット〟だッ！」

　訝いぶかしげなシグレを囲むように、絵の具が散らばった。

　それも、今までの攻撃にあったカラーはひとつもない。

　複雑に配合されて独特の色合いに変化した絵の具は、無数の予測不可能な発動を見せた。

「これはオイラも知らなかったりゅい！　九く頭ず竜りゆう君、いつの間に……？　そもそもが彼の能力は初見殺し……色と効果のパターンを覚えて対応するのが王道。それができないとなると！」

　ビミィが興奮気味に実況解説してくれる。

　絵の具の色によって異なる効果の爆弾を生成し、色を混ぜ合わせることで新しい効果を生み出す。

　しかも、パターンは無限大……？

　こんなの、どうにもできっこないって思ってしまった。

「二にの宮みやさん、対応してますよっ！」

　おとねちゃんの声ではっとなり、バトルフィールドを見る。

　戦っているうちに古城の壁は崩れ、二人の姿が目視できるようになっていた。

　その激しさの一端が垣かい間ま見みえるというものだけど……そんな凄すさまじい、ノーガードでの殴り合いのような状況を、シグレは……目を閉じたままこなしていた。

「閃せん光こうにもいつ襲おそわれるかわからないから……？　音にもやられないように、服をちぎって切れ端を耳栓みたいにしてるしっ」

　視覚も聴覚も奪われながら、それでも新種の爆弾の効果を確認してから対処するという離はなれ業わざをやってのけていた。

　当然、攻撃の手も休めないままで。

　目を疑うような光景は、でも確かに眼前で繰り広げられているのだ。

　いくら目をこすってみても、決して錯覚なんかじゃない。

「よく対応してるけど、九頭竜君が優勢かもしれないな」

　ビミィは冷静に言うけれど、もうこうなったらどっちが勝つとか、そんなのは私の中でどうでもいいことになりつつあった。

　無事に、どうか無事に終わってほしい……！

　私の心を知ってか知らずか、制限時間を見てもまだまだ終わりは遠い。こんな調子じゃ、刺激が強すぎて見てるこっちが倒れてしまう。

　パレットのシールドを用いて果か敢かんに接近戦を挑みながら無数の種類の爆弾をも操る九頭竜先輩に、ビミィの言う通りシグレは押されているように見えた。

　九く頭ず竜りゆう先輩はその両手足もまるで鋭利な武器のように扱い、屈強な体たい軀くからは想像できない俊敏さで息つく暇さえ与えない。

　スピードと技術のシグレ、パワーと能力の多様性の九頭竜先輩……と最初は思っていたけど、そんな範はん疇ちゆうでは二人とも語れそうになかった。

　疲れていったん落ち着いたり、間隔をあけたりなんて事はどちらもする気がないらしい。

　シグレの鋭い剣撃がパレットの速度を上回り、ひとつクリスタルを破壊する。

　それを見てか、その間にパレットが攻撃にまわり、九頭竜先輩もクリスタルを相打ちする形でひとつ破壊し返していた。

　一進一退の熱戦は、観客を置き去りにして二人だけの世界を創り上げているようにも見える。

　まるでこれが決勝戦であるかのように。

　全すべての力をここで使い果たしても悔いはないと言っているようにさえ思えて。

　事実、九頭竜先輩の能力は今回の映像がまた研究されて使い方が難しくなるのだろう。

　でもそんな事など微み塵じんも考えていないはずだった。

　目の前の相手を倒したい。

　勝ちたい。

　きっとそれだけなのだ。

　何が起こっているのか全てを理解できている観客はきっと希少だ。

　それでも、命を燃やすような極限の戦いに観客席は魅了されていた。




　そうこうしている内に、あんなにたっぷり残っていると思っていた残り時間もタイムアップが視野に入ってきた。

　痺しびれるような超スピードバトルに、時間の感覚も狂わされてしまう。

　シグレが閉ざしていた瞳を開け、残り時間を確認した。

　かと思うと、ニヤリと口元だけで笑う。

　そして壁を蹴けるようにして強制的に距離を離し、こう宣言した。

「京きよう摩まは悪役なんかじゃない。言ってみれば宿命のライバル役だよ。けど、悪いけど戦いの最後に立っているのはボクだ」

「うっせー！　御ご託たく並べてねぇでさっさと決着つけるぞ!?」

　突然饒じよう舌ぜつに語り始めたシグレを胡乱うろんな目で見ながら、九頭竜先輩は〝パレットバレット〟を展開しなおした。

　ここにきても尚なお、見慣れない色が混ざっている。

　一体どれほどのパターンを用意してあるのか……。

　そんな私の……おそらく観客みんなの思考を遮さえぎるように、シグレが言葉を発した。




「〝ヒーロータイム〟」




　ぞわっ、と全身の毛が逆立つのがわかった。

　明らかに空気の流れが変わった。

　シグレは、その体たい軀くから迸ほとばしるような光のオーラを発している。

　……ペンを剣にするだけが、〝ヒーロータイム〟の能力ではなかった……？

　つまり、今までは能力の発動なしで九く頭ず竜りゆう先輩と渡り合って……？

「ボクのヒーロータイムはほんの一瞬しか効果をもたらさない。けど、それで十分なんだ」

　微笑ほほえみながら言い終わった刹せつ那な、シグレが動き出……したのが、私には視認できなかった。

　これまでの運動能力を遥はるかに超えたスピードは、常人の範はん疇ちゆうには最も早はや入らない。

　まるでマンガに出てくるヒーローのような……。

　アクロバティックな剣技に、パレットの追尾も追いつけなかった。

「ちっ、ンだよこれはっ……!!」

　九頭竜先輩はその速度に圧倒されながらもすぐに持ち直して、パレットを呼び戻して立て直しを図る……間もなく、為なす術すべなく残り二つのクリスタルを破壊されてしまっていた。




　端末から流れる無感情な案内が、機械的にシグレの勝利を告げる。

　あまりのことに、観客席からは歓声が上がらなかった。

　そして、ふっとシグレの〝ヒーロータイム〟のオーラが消失する。

「本当に一瞬だけ……短時間だけヒーローのようなスペックを得ることができる能力、か」

　ビミィはそう言ってため息を漏らしていた。

　講師の彼でさえ感嘆してしまうほどだ。

　観客が揃そろって絶句してしまうのも無理はなかった。




　しばらくの沈黙の後、バトルフィールドの二人を称たたえる拍手と歓声が、遅れてようやく広がっていった。

　蒼あおざめている生徒もいれば、感動して泣いている生徒もいる。

　私は……今どんな表情を浮かべているだろうか？




　シグレが、剣をしまって九く頭ず竜りゆう先輩に手を差し伸べていた。

「ボクが憧あこがれるマンガのヒーローはさ、戦いが終わった後……」

「ん？　手か？　……ほらよ」

　九頭竜先輩は反抗せずに求められるままに手を差し出していた。

「ありがとう、京きよう摩ま。ボクが憧れるマンガのヒーローはさ、戦いが終わった後……相手とこうやって握手して、仲間に……友とも達だちになるんだ」




「ボクらは元々友達だけれど、ね」




　シグレが爽やかに言って、昔に戻ったように肩を組む。

「だから、マンガじゃねーっつの……。肩組むのやめろや、ったく」

　九頭竜先輩はそう言い返しながら、満まん更ざらでもなさそうに笑った。

　二人の関係は、修復どころかより強固になったように思えた。

「エルナ、とっても嬉うれしそうに笑っていますね？」

　おとねちゃんに言われて初めて……私は今、笑っているんだということに気がついた。












　美術部代表の九く頭ず竜りゆう京きよう摩ま対漫画研究会代表の二にの宮みやシグレの一戦は、シグレの勝利で幕を閉じた。

　ミカグラ学園の歴史上、後々まで語られることになりそうな名勝負だった。






第四楽章　撃ち抜け、と少女は言った









　中間試戦の真っ最中ではあるけど、当然のように授業はあるし、部活もある。

　対抗戦のための訓練に打ち込みたい気持ちは山々だったけど、そればかりじゃ持たないということで放課後楽園部らしい活動もちゃんとしていた。

　部室の備品はシグレのおかげで相当充実して快適になってるし！

　……その代わり、シグレはいつでも勝手に入ってくつろいでいいというルールになってしまったけどね。

　背に腹はかえられないというヤツよ！




「で、エルナはさっきから何してんだ？　何か悪いモンでも拾って食くった？」

「失礼なっ！　まだ私のギターは完成してないからねっ、エアギターってやつだよ!!　ぎゅいんっ！」

「……ふーん」

　聞いておいて失礼にも程があるけど、ビミィは連日の激務でお疲れの様子だから仕方ない。

　これまでは姿形的にこなすのが難しいだろうと配慮されてまわってこなかったような仕事が、人間の姿に戻った途端に山ほど振り分けられるようになったらしい。

　今は、シグレが持ってきてくれたピンク色のソファーの上でぐったりと横たわっている。

「はぁ……。ぶおぇっ!?」

　脱力しながらもガムをぷくーっと膨らませていたようで、それが割れて顔にべったりとくっついてしまったので驚いたらしい。

　所詮はビミィである。

「てけてけてけてけ♪　てっけてけてけてけ♪」

「おとねちゃん、さっきからてけてけ言ってるのは何かな……？　っていうかせっかく可愛かわいいギターがあるんだからひいたらいいのに！」

　おとねちゃんは、一緒に買いに行ったピンクのハート型のギターを持って何やら楽しそうに踊り続けていた。

「てけてけはエアギターの音ですっ」

「ギターってそんな言葉で表現するような音も出るっけ!?　私の知ってるギターと違うよ!?」

「て、てけてけは藤ふじ白しろのような美少女にしか出せない上級者向けの音なんですっ！　それに、エルナがギターを持ってからちゃんと一緒に練習していきたいですから。藤白も今はエアギターでいいんですよっ」

　とても恥ずかしそうに、赤面しながら言ってくれるものだから押し倒しそうになってしまったよ……。

　おとねちゃん、魔性の少女すぎだよ……。

　私も早くマイギターが欲しいけど、えのやん先輩と一緒に作業できる時間もなかなか多くはないから難しかった。

　あの試合以来、九く頭ず竜りゆう先輩は前より少しだけ人当りが柔らかくなったような気がする。ま、私には前から優しいんだけどねっ。

　顔を見て怖がられる事も減ったって言ってたし、変わるものなんだなぁ……。




「ねえねえ、早く演奏しようよー！　ひみも参加したいしたい！」

　遊びに来ていたひみちゃんが、私たちがエアギターをしているのを見て興味をもったらしい。

　エアギターを見て早く演奏しようよって誘い文句もなかなかブッ飛んでいた。

　ノリがいいと言っちゃえばそうなんだけども！

「それじゃ、ビミィやるよー！　配置について！」

「やっぱりオイラもやるのか……。毎回オイラしかちゃんと演奏しないから何してるのかわからなくなってくるんだよな」

「文句言わないの！　はい、棒ぼう持って！」

「棒って言うなよ！　ドラムスティックな!?」




　編成としてはこうだ。





　　　一宮いちのみやエルナ　ボーカル＆ギター

　　　藤ふじ白しろおとね　美少女＆ギター

　　　ビミィ　　　雑用＆ドラム






　バンド編成としてはちょっとだけ歪いびつで偏っているのは否定できないけど、初心者はまず楽しく活動することが大事だということで希望通りのパート選択になっていた。




「……オイラは何も希望してないぜ？　雑用を引き受けた記憶もさっぱり……？　そんなパート聞いたこともないし」

「よっし、じゃあみんな音出すよー!!　雑用担当のビミィ、早く用意して!?　自分の役割はちゃんとこなそう!?　おとねちゃんもちゃんともう美少女してるでしょ!?」

「不自然なウインクをしてるけど、あれが美少女の役割をこなしてる最中なのか……？　わかった、もうオイラはおとなしく従った方が早いんだな……？」

　悲しそうな顔をしたビミィが疲れているだろう体を起こして、満まん身しん創そう痍いといった感じでドラムセットへと向かう。

「なんか、その足を引きずってどうにかドラムまでたどり着く感じ、めっちゃロックだね……!?　はい、はーいっ！　私もやりたい！」

「ふ、藤白もやりたいですっ。憧あこがれますっ」

「ひみもー!!」

「いや、好きにしたらいいけどな……？　オイラは別にカッコいいと思ってやったんじゃないぞ？」




　イントロが始まり、ひみちゃんも含めた全員が部室の入り口から疲れ切った様子で各おの々おのの楽器へと歩き出す。

　エアギター二名という編成なので、曲はカラオケを流している状態だった。

　既にバンドでもなんでもないけど、これが放課後楽園部なのだ。

「はぁ、ひみは毎日営業、営業で疲れたよぉ～。上司のやつめっ。お酒でも飲まないとやってらんないよ、だよぉ」

　ひみちゃんは足を引きずってロックな感じで楽器まで向かう、というイメージを完全に誤解してただの疲れているサラリーマンみたいになっていた。

「藤ふじ白しろは……人生に悔いはありませんっ！　今日きようまで生きてこれて幸せでしたっ……」

　おとねちゃんの場合は、足を引きずるどころかお亡くなりになる寸前の人みたいになってた。

　これから曲を演奏しようという空気はまるでない。

「ふぅ……オイラ達のライブに来てくれて……サンキューだぜ……。力尽きるまで……演やるから……お前らも……全部出し切ってけよ、いいかぁ!?」

「ビミィのだけ本格的すぎじゃない!?　意外と好きでしょそういうの!?　なんかライブＤＶＤとかで見たことある感じのやつだもん！　演奏し終わった後倒れてファンが泣くやつだもん！」

　それぞれが独特の満まん身しん創そう痍い感を出しながら楽器まで辿たどりつき、そこまで行ったら何事もなかったかのように準備しはじめるというシュールすぎる光景が繰り広げられていた。

　これが放課後楽園部の活動である。

　新入部員大募集中である。

　……なかなか仲間は増えない。




「それじゃやってみよー、レッツゴー♪」

　私はエアギターをしながら歌う。

　おとねちゃんはエアギターをしながらコーラスをし……ひみちゃんは何をやればいいのかわからないらしく、謎なぞのダンスを披露していた。

「よっ♪　はぁ♪　ひみのリズム、お遊戯会ではいっつも褒ほめられてたんだよっ！」

　ひみちゃんが幼稚園時代の栄光を持ち出してきた。

　過去の栄光にすがりすぎだけど、可愛かわいいので問題なしだ。

「それにしてもエルナは歌は妙に上う手まいよな。声が通るっていうかさ」

　ビミィだけはきちんとドラムを演奏しながら、私に話しかける余裕まであるみたいだった。

　どこで覚えたのか譜面なしでもちゃんと叩たたけていて、実はビミィは優秀な先生なんじゃないか説を裏付けてしまう証拠がまたひとつ増えてしまった。

　なんだかんだで人間の姿に戻ってからは万能なんだよね、ビミィって……。

「ひみさん、そのお尻しりをふりふりしてるのってダンスなんですか……？」

「そだよー！　年長さんコースしかできない上級者向けのやつなんだよっ」

　はぁー……おとねちゃんとひみちゃんの会話が、どこまでもゆるゆるで癒いやされるね……。

　年長さんコースってことは、やっぱり本当に幼稚園時代のやつなんだね……？

　知らない人にはアホみたいに見えちゃうかもだけど、笑いの絶えないのって私の目指してた部活そのものなんだ。

　そういう意味で、放課後楽園部には今のところとっても満足していたりする。




「でも、やっぱりもう一人部員を見つけて正式な部にしたいですよねっ。藤ふじ白しろには心当たりはないのですけど」




　……そうか。おとねちゃんには、まだ話していなかったんだっけ。

　星せい鎖さ先輩に思い切って声をかけた事。

　中間試戦で勝つことができたら、もう一人の部員は星鎖先輩になるという事。

　でも、今の段階から話して期待を持たせるのも良くないかもしれないな……。考えすぎかもだけど、ね。




「え、エルナは誰か入って欲しい人とか、いないんですか？」




　おとねちゃんが、妙にもにょもにょと言いづらそうにしながら聞いてきた。

　新入部員の催促をするようで申し訳ないとでも思ったのかもしれないな……。

「藤白は、しばらくはこうして少人数で仲を深めるというのも悪くはないと思うのですけどねっ！」

「……いないよ？」

「はい？」

「放課後楽園部に入ってほしい人……。私も心当たりは、まだないんだっ」

　これが正解なのかどうか自問自答しながら、はっきりと言い切ってしまった。

　おとねちゃんは少しの沈黙の後で嬉うれしそうに笑って、




「そ、そうなんですかー！」

　と、うんうんと何度も繰り返し頷うなずいていた。





　　　＊






　トーナメントを勝ち残っている生徒の中でこれから対戦する可能性のある相手の試合を、データベースから次々にチェックしていた。

　外を見ると、もうすっかり夜になってしまっている。

　おとねちゃんやビミィも付き合うと申し出てくれたんだけど、時間がかかるかもしれないし一人で集中したいから、とありがたかったけれどお断りさせてもらった。

　それはもちろん建前で、放課後楽園部の代表である私がこんなにも不安で、こんなにも自信を失っているところを……見られたくなかったのだ。

　映像を見てその想おもいを解消するどころか、いくつ試合を見ても心配は増すばかりだった。

「ある程度の力は得られたと思う。……でも、だからこそわかっちゃうんだよ。私は、このままでは勝ち残っていけないって」

　星せい鎖さ先輩と対戦する以前の問題だった。

　こんな言葉は情けなくて使いたくないけれど……残り時間を考えたら、もう限界のところまできていた。




「どうしよう……。どうしたら……？」




　シグレに相談しようかとも思った。

　必ず真面目まじめに話を聞いてくれるし、助けてもくれるだろう。

　……でも、シグレも中間試戦に勝ち残っている漫画研究会の代表なのだ。

　小さい頃から何度も頼って泣きついてきたけど、今回ばかりはそういう訳にもいかないと自制した。

　睡眠時間を減らして、夜中にこっそり頑張ろうと考えたこともあった。

　けれど、寝不足がバレて余計な心配をかけてしまうかもしれない。

　きっと、おとねちゃんを悲しませてしまう。

　頭はあまり良くない方だけど、自分なりに策は巡らせ尽くした感覚があった。

　それでも思考停止したらそこで全すべてが終わってしまう、ともう一度と最初から考えてみることにする。




　身体能力はビミィのお墨付きを貰もらえるくらいの練度になっている。

　あとはそれをどう使うかだから、その場その場での発想次第だ。

　私の能力、〝オモチャの銃〟は……恵まれた部類だとは思う。

　けれど、勝ち残っている代表達の凄すさまじい能力と比較するとあと一歩が足りていない自覚がある。




「やっぱりアイテム探しかなぁ……」




　何もあきらめてサボっていたわけではない。

　思いついたものはどれも試してみたり、他の生徒が使っているアイテムを借りて、自分にも合うのではないかと試させてもらったりもした。

　そこまでやっても何の手がかりも得られていないのが現状だった。

「能力、か。最初に目覚めた場所は確か……あっ」

　ふと閃ひらめいた。

〝オモチャの銃〟の能力に目覚めた、あの不思議な部屋。

　学園長室で肖像画を見た、あのご先祖様に出会った場所。

　あの場所にこそ、アイテムのヒントが隠されているかもしれない。

「ダメで元々！　行ってみて損はないよねっ」

　独り言を呟つぶやいて、切っ掛けだけでも欲しい一心で、あの場所へと向かってみることにした。





　　　＊






　夜の真っ暗な旧校舎の中を一人で歩くのは、霊感もないし怪談の類たぐいも信じない私でも不気味だった。

　静せい謐ひつな廊下は人がいないせいか、心なしかひんやりと冷たく、どこかの窓が開け放たれているのか、僅わずかに風の流れがあるのも、怖さを感じる一因かもしれない。

　一度行っただけの場所なはずなのに、なぜか迷うことなく、導かれるように辿たどりつけたのはやはり私に……。

　一宮いちのみや家に縁のある小部屋だから、なんだろうか？




「うっわー……前よりお札が増量キャンペーン中でびっしり貼はられちゃってるよ……」




　そんなものが増量されても全くお得感を感じない。

　そういうのはお菓子だけにしてほしい。

　前と同じなら、このドアノブを回すだけで……。




　──ガグャゴッ!!




　……以前よりも明らかに激しい音で鍵が壊れた音がして、今回もあっさりとドアノブを回すことができた。

「なんか、まるで私が怪力になったみたいで嫌なんですけどっ」

　力なんて入れていないのに、招かれているようにあっさりとドアが開いた。

　お札もその全すべてが破やぶれて剝はがれ落ちていく。

「お札を貼った用務員さんか誰か、本当にすいません!!」

　きっと用務員さんが愚ぐ痴ちを言いながらお札を一枚ずつ貼り直してたのかな、と勝手な想像をしながら小部屋の中に入る。

　前にこの部屋に入った後に掃除でもされたのだろうか。

　埃ほこりっぽさは減って、ちょっと我慢すれば住めるかもくらいの空間になっていた。

「家賃５０００円くらいなら入居希望者いるかもね！　事故物件だと思われそうだけど、お札は自分で貼り直してもらえば平気かもだしっ」

　くだらない事を言いながら小部屋の内部を眺めていたのは、心のどこかで恐怖をごまかしていたからなのかもしれない。

　変わらず設置されている小さな神棚に手を触れてみると、再び意識が暗転した。

　いや、暗転したという感覚さえない。

　自分のいる場所が切り替わるような、説明しにくい現象。





　　　＊






　青白い光に包まれていた。

　意識はあるのに、何もできない。

　思うように体が動かないからといって、あせりが湧わいてくるということもない。

　独特の浮遊感は、どちらかといえば絶対的な何かに包まれているような安心感をもたらしてくれていた。

　薄い靄もやのかかったような思考の中で、あの少女を探す。

〝探す〟と頭の中で思い浮かべた瞬間に、彼女は現れた。

　魔法のように、奇跡のように。

　話したいことがたくさんあった。

　聞きたいことがたくさんあった。

　少女はそれらを全すべて見通したように微笑ほほえんで、私を抱きしめてくれた。




「可能性は、確かに育っているようですね」




　慈いつくしむような声は、淡々としているのにぽかぽかと暖かくて。

　聞いていると眠ってしまいそうになる。

　ここで眠ったら、どうなるんだろうか。




「種は確かに芽吹きました。蕾つぼみから花開くために、これをあなたに与えましょう」

　その言葉と共に、体の芯に強い熱量が宿るのを感じていた。

　元々あった熱量に薪まきがくべられたような、という方が正しいだろうか。

　私の指先を、少女が撫なでるようにしてから強く握りしめていた。

　そして、意味深げな一言だけを残して、意識は再び暗転していった。




「……分家の末まつ裔えいと近づきすぎてはいけませんよ。きっと、どちらかが苦しむことになるでしょうから」




　それがどういう意味か、という問いは、投げかけることができなかった。





　　　＊






　意識を取り戻すと、夢から覚めた後のようにぼんやりとしていた。

　少女に出会った事だけはまだ覚えている。

　けれどそれ以外の記憶は何も定着していないようだった。

　彼女が撫でた指先を見ると、そこには……。




「──指輪……？　それも、３つも!?」




　私の指には、３つの指輪が装着されていた。

　試さなくてもわかる。

　触れた感触だけで、近くにあるだけで感じ取れるものがある。




　──これこそが、探し求めていた私のためのアイテム。




　未完成だった〝オモチャの銃〟を完成へと至らせる媒体そのものだった。





　　　＊






　練習ルームのガラスにはヒビが入り、壁は抉えぐれている。

「こ、これがエルナの〝オモチャの銃〟……？　これまでのものとは、まるで別物じゃないですかっ」

　吹っ飛んでうつ伏せの状態になってしまったおとねちゃんが、消えていくクリスタルの破片を見送りながら呟つぶやいた。

　これなら……いける。

　戦える。

　一線級の部の代表とも渡り合えるどころか……星せい鎖さ先輩にも、次は手玉に取られたりなんてしない。




　ビミィは驚きよう愕がくの表情で何度も今の模擬戦の映像を見直していた。

「流石さすがは一宮いちのみやの本家本流……。これが圧倒的な資質ってやつかよ」

　私には聞こえない程度の声量で、何事か言っている。

「ま、まあ！　初めて見て驚いたから今の練習ではやられてしまいましたが、何度か戦えば勝率ではまだまだ藤ふじ白しろが上を行くと思いますよっ」

「そーだよね。うん、私もしっかり使いこなせるようにならないと」

　だって、今のは全くコントロールできてない……きちんと撃ててさえいない、まるで失敗のような一撃だったんだから。




「ビミィさん……。エルナの手前、強がってしまいましたが」

「うん？」

「ルーキー戦優勝者の藤ふじ白しろでも、エルナにはもう敵かなわないかもしれません。二度とです」

　おとねちゃんが映像をチェックしているビミィの隣に行って、内容はわからないけれど、こそこそと耳打ちをしていた。

　二人の慄おののいたような表情が不思議だったけれど、とにかく気分が高揚している。身体からだが火ほ照てっている。




　──今は細かいことは何も気になりはしないのだった。





　　　＊






　みんなの様子が不自然だということに、最初は気が付かなかった。

　最低限の空気は読めるとずっと思っていたのだけど、正直自分自身にがっかりしている。

　その日は朝から、うさ丸まるとトンきゅんのコンビが私にくっついてまわっていた。

　今思えば、私の目に〝それ〟が入らないようにという配慮からだったのだ。

　それを私は、

「ん～？　二人ともよくわかってきたじゃん！　赤あか間まくんよりも私の方が優勝の確率が高いとみて、勝ったらポイントで美お味いしいものでも食べに連れて行ってほしいとかでしょ～!?」

　調子に乗ってそんな事を言いながら高笑いなんてしていた。

　アイテムも見つかって、不安がちょっとだけ解消されて。

　……調子に乗っているつもりはなかったけど、浮かれているところはあったのかもしれない。

「一宮いちのみやさんは普段新聞部の記事にマメに目を通したりするタイプなんっスか？　それとも文字はあんまり読めないタイプっスか？」

「なにその極端すぎな二択!?　文字は読めるよ!?　私をなんだと思ってるの！」

　うさ丸の妙な質問は、後から考えてみたらわかりやすいフラグでしかなかったのだ。

「なんでも今日きようの新聞部の記事に、読むとアンラッキーな出来事が起こる占いというものが掲載されているらしくて。それを間違っても目にしないようにと忠告に来たんです」

　そんな話は初耳だし、本当ならもっと騒ぎになってもよさそうなものだけど……。

　いま私たちのいるレストランにも、中間試戦特集の号外を読んでいる人はちらほらいるし。




「なんか……私やたら見られてないかな？　気のせいかな？」

　新聞を持っている人の視線を集めているような……。

「そ、それは多分一宮いちのみやさんの顔に豆大福が張はりついてるからっス！　物珍しいから見られてるだけっス！」

「はぁ!?　私の顔にそんなのついてないよね？　ついてないでしょっ!?　そんなビッグサイズの食べ物くっつけたまま気づかなかったらいよいよ終わりだよ!?　色々真剣に考えなきゃいけないことになるよ!?」

「それもまた……青春っスよ」

「そう言ったらなんとなくオチがつくと思ったら大間違いだからね!?　そんな青春なら御免こうむるからね!?」

　いつもなら青春を否定すると膨れたり納得いかなそうにするのに、今日きようのうさ丸まるは愛あい想そ笑いを浮かべるばかりだった。

　むう……。

　なんだっていうんだろ？

「トンきゅん、その占いっていうのを誰か知り合いで見ちゃった人はいるの？　その人はどうなったのよ？」




「赤あか間ま代表が見てしまいました。そして、死にました」




「死んだぁぁぁぁぁぁぁ!?」

「トンきゅん、死んだは言いすぎっスよ！　バレちゃうっスよ!?」

「大丈夫です、だって死にましたし。なので絶対に新聞を見てはいけません」

　会話内容がカオスすぎてついていけそうにない。

　ただ、赤間くんが死んだなんてそんなはずはない。

　もし本当なら二人がこんなところで遊んでいるはずはないし、そもそもあの赤間くんがタダで死んだりするわけがないじゃん？




「二人とも……私になんか隠してるの？」

　問いただしてみると、揃そろってわかりやすいくらいのギクッ顔をしていた。

　バレたか、って顔に文字で書いてあるレベルで白状してしまっていた。

「教えてよー！　ほれほれー!!　くっつくぞー！」

「や、やめてくださいっス！　それはセクハラっスよ!?　そんなことされても口は割らないッス！」

　うさ丸まるに抱き着くフリをしながら迫ってみても、この調子だった。

　トンきゅんは聞いてもムダだ。

　さっきから何を聞いても、

「赤あか間ま代表……草食系のいい人でした」

　としか言わない。

　草食系っていうのもなんかディスってる気がするし。

　しかも全然悲しくなさそうに、真顔で言うのだ。

　茶番もいいところだった。

　本当に占いなんて載ってるのかなぁ……逆に読みたくなってきたよ！

　女子トイレに入るフリをして二人を振り切って、新聞を買いに行こうかとさえ考え始めた時だった。

「ねぇねぇ、あの子ってこの特集の……ほら、新設された放課後楽園部のっ」

「あ、マジじゃんー！　こんな記事、酷ひどいよねぇ……ふふっ」

　通りすがりの女子達の、そんな声が聞こえてきてしまった。

　うさ丸は頭を抱えているし、トンきゅんは「赤間代表は死んでませんでした、とても元気です」とわかりきっている事を言ってきた。

　どうやら……もうあきらめたらしい。




「うさ丸、新聞部の号外……持ってるんでしょ？　見せて」

　強めの口調でお願いすると、うさ丸は情けなさそうな顔をして、しまいこんでいた新聞を差し出してくれた。

「一応忠告しておきますが、読まない方が良いい記事です。きっと気分を害しますよ」

　トンきゅんがそう言ってくれた時にはもう、私は記事の見出しを見てしまっていた。




『放課後楽園部、代表の座をルーキー戦優勝者から強奪!!』




　つまりは、こういうことらしい。

　部の代表がルーキー戦優勝の実績を持つおとねちゃんではなく、私だということを疑問視する記事なのだ。

　言いたい事はわからないでもないけれど、書き方が煽あおるようでいやらしい記事だった。

　気分が……いいはずはない。

　でも。




「なーんだ、こんな事かぁ！　二人とも気を遣ってくれてありがとね！　私はこんなのちっとも気にしないからさっ。だって、優勝しちゃえば誰も文句言えなくなるでしょー？」

「そ、そうっスけど……あまりにも配慮がないっス」

「下劣な新聞です。記事としての価値は皆かい無むですね」

　うさ丸まるとトンきゅんが口々に慰めてくれた。

　その気持ちだけで、十分救われる思いだ。

　出る杭くいは打たれるというけれど……こんな戦いは、楽しくない。

　対抗戦というステージが用意されていて、そこでなら納得がいくまでやりあえるはずなのに。

　二人の手前、笑いとばして気にしていないと言ったけれど……内心はとても複雑で、悲しかった。




　食事を終えて、肩を落として部室に戻ろうとしている時だった。

「ちょっとこい、エルナ。急いで」

　ビミィがどこからともなく現れて、私の手を引いて走り出した。

「へっ？　ちょ、ちょっとどこ行くの～！　食べたばっかりだから走ったら吐いちゃうよ!?」

「吐くなら後でいくらでも吐いていいから、今はガマンしてついてこい。放課後楽園部の部長として……見ておくべきものだから」

　そう言って、私の抗議なんて意に介さずに走り続けた。

　放課後楽園部の名前を出されたら、ついていかないわけにはいかないだろう。

　……あんな記事を見た直後だから、特にかもしれないけれど。

　しばらく走ると、大体行き先は読めてしまった。

　勘の悪い私でも気づく。ビミィが向かっているのは、新聞部の部室だ。

　でも、見ておくべきものって……？




　それは、新聞部の部室入口が見える場所まで辿たどりついてすぐにわかった。

　一気に胸の奥が熱くなるのを感じる。

　おとねちゃんが……あの人見知りのおとねちゃんが、たった一人で新聞部に抗議に行ってくれていたのだ。




「あなたが代表の離り宮きゆうルミナさんですか？　こんな誹ひ謗ぼう中傷みたいな記事を掲載するなんて、学園新聞の発行部数さえ伸びたらそれでいいんですか？　刺激的な記事で注目を集められたら嬉うれしいんですか？　藤ふじ白しろはちっとも納得がいきませんっ」

　髪を振り乱して、顔を真まっ赤かにして。

　……目には涙さえ浮かべて、私のために抗議してくれている。

　すぐに走って行って抱きしめたかった。

　ありがとうって、もういいからって、言ってあげたかった。

「……確かに藤白おとねさん……あなたと一宮いちのみやエルナさんのどちらが代表に相応ふさわしいかというのは、外部からでは明確にはわかりませんよね。けれど、ルーキー戦優勝という実績を持ちながら……」

「え、エルナは藤白よりもずっとずっと強いんですっ！　代表に相応しいから、強い可能性を秘めているから任せたんですっ！　離宮さんに何がわかるんですかっ!?」

「…………」

　こんなにもおとねちゃんに評価してもらえていたなんて、知らずにいた。

　そこまで信じて代表を任せてくれていたなんて。

　彼女のひとつひとつの言葉に、胸を打たれる。

　離宮さんは泣き出してしまったおとねちゃんに気まずそうに謝罪し、訂正の記事を出すと約束した。




「さ、オイラ達は先に帰って部室で待っていようぜ。おとねちゃんのことだ、泣いている姿を見られたって知ったら……」

「そうだねっ。恥ずかしがって更に大泣きしちゃうかも！」

　遠目から見守っていた事を気づかれないうちに、我らが放課後楽園部の部室へと退散することにした。

　後から部室に帰ってきた彼女を有無を言わせずに力いっぱい抱擁した結果、おとねちゃんが照れまくって久々に毒舌を乱発しちゃったりしたのはまぁ、ご愛あい嬌きようってことで！





　　　＊






　一年生が基本的には全員出場する権利のあるルーキー戦とは違って、中間試戦は各部の代表のみが戦う事になる。

　それ以外の生徒はその間何をしているかというと、対戦相手の情報収集などのバックアップをしている生徒もいれば、代表の座を奪おうと虎こ視し眈たん々たんと練習に励む者もいるようだった。

　放課後楽園部は極少人数で構成されているせいもあって、なかなか実感が湧わいてこない部分もあったけど……。

　先日の新聞部の一件で、代表という肩書の重みは痛いほどにわかってしまった。

　きっと、他の部もどこも同じなのだ。

　所属する全部員の期待を……重責を背負って対抗戦に挑んでいる。

　赤あか間まくんやシグレはお気楽そうに見えたりすることもあったけど、それはそう見せているだけだったんだな、とやっとわかった。

「私も大人になったって思わない？　ビミィ！」

「へいへい、そっすね……」

　気のない返事を返してきたビミィが膨らませているガムをつんっと突っついて、今日きようも中間試戦の試合会場へと歩く。




　あの後、いくつかの試合を勝ち抜いた。

　アイテムも手に入れて試合展開も危なげなく進められている今、新聞部も含めてもう放課後楽園部について何か言ってくるような生徒は誰もいなかった。




　──放課後楽園部は着実に、少しずつかもしれないけれど間違いなく前進を続けている。






第五楽章　予感は、確信へ









　中間試戦というのは一大イベントで、期間中はずっと盛り上がっているのは間違いない。

　けれど、全すべてはこの日のために。

　中間試戦の最終日。

　それは、ベスト16の代表者から優勝までを連戦で決定してしまう運命の日。

　授業はもちろんのこと、敷地内の殆ほとんどの店も特例で休業日に設定され、誰もが対抗戦の観戦を楽しむという特別な日だった。




「とうとうベスト８まで勝ち残ったな。新設の部としてはあり得ない快進撃だよ。これなら入部希望者が何人現れてもおかしくない」

「え、エルナは一戦終えてスタミナは大丈夫ですか？　今までのトーナメントは一日に多くても二戦まででしたけど、今日きようは決勝まで勝ち進んだら四戦もこなす必要がありますからね。持久力も重要になりますよっ」

　今はベスト８の試合前の控室。

　ビミィとおとねちゃんが甲か斐い甲が斐いしくお世話をしてくれるので、いい気分で寛くつろがせてもらっているところだった。

「ビミィ、喉のど乾いたっ！」

「ん、何が飲みたい？　買ってこれるものならなんでも言ってくれていいよ」

「おとねちゃん、足が痛いよぅ!!」

「もう、仕方ないですねっ！　今日だけ大サービスでマッサージしてあげますっ」

　な、なんて素晴らしいの!?

　全ての夢が叶かなう日なの!?

　私は今、王様気取りが許されるポジションにいるっていうのー!?

　これは存分に楽しまなくてはなるまい、と二人に更なるお願いをしていく。




「ビミィ、もう一回私の服を買いに行って困ったら今度は女の子のフリをして凌しのいでみて!?　おとねちゃん、一緒にお風呂に入って洗いっこしよ!?」




　すると……それまであんなに優しくしてくれていた二人の態度が急に醒さめきったものに変わり、ジュースは取り上げられ、マッサージは強制終了されてしまった。

「お、別会場の試合が終わったみたいだな。ダイジェスト映像が流れるみたいだ」

「人が集まりすぎるから仕方ないとはいえ、どの試合も時間をズラして全すべて観戦できるようにしてほしかったですっ」

「あ、あの……？　二人とも、ほんの冗談だったんだってばぁ……！」

　欲張ったせいで一瞬にして全てを失うという、童話か何かにありそうな展開を味合う私だったけど、端末から投影された映像を見てモードが切り替わった。

　なにしろその映像は、こことは別の会場でついさっきまで行われていた準決勝進出者を決定する試合……。

　天文部代表の射い水みずアスヒ対演劇部代表の赤あか間ま遊ゆう兎との結果を知らせる映像だったのだから。

　もっといえば、私が次の試合に勝つことができた場合……この二人の内の勝利者と戦うことになるのだ。

　勝った場合のことなんて気が早いかもしれないけど、気にならないわけがなかった。

　本当に今試合が終わったところらしいのに、ダイジェスト映像はまるでテレビ番組のように編集されて見栄えのいいものになっていた。




「応援の声みたいなコーナーで、演劇部のみんなが出てる！　うさ丸まるってば、緊張してカチコチに固まってないー!?」

　それ以外にも周囲の人へのインタビューやこれまでのトーナメントでの名場面などが挿入されつつ、映像は進んでいった。

「エルナの時もこういうのが流れるんですかねっ？　記念に録画して永久保存しましょう！」

「実はオイラ、インタビュー受けたよ……」

「そうなの!?　そんなこと一言も言ってなかったのに！」

　ビミィは実際に今思い出したようで、恥ずかしそうに耳を真っ赤にして告白していた。

「なんか、何も知らない初心者をオイラが育てた、みたいに……。インタビュアーの人に乗せられて足を組んで偉そうに答えた記憶がある……。頼む、何も言わずに見逃してくれ……！」

「え？　別にいいんじゃない？　ビミィのおかげでここまで来れたのって事実だもん！　なにも間違った事言ってなくない？」

「エルナ……？」

　もちろん、ビミィだけじゃない。

　色んな人に助けられてここまできたんだ。

　その感謝を込めて、私は絶対に……優勝してみせるんだ。





　　　＊






　映像では、ついにアスヒ君と赤あか間まくんが激突していた。

　会場の場所が離れているし、私は次の試合のために待機が必要だったから仕方ないとはいえ……応援しにいきたかったな。

　二人が戦っているステージは、巨大なショッピングモールの中。ひらけた場所もあるものの、アスヒくんの能力〝シューティングスター〟は不利な地形のように見えた。

「へえ、前は足を止めて撃つばかり的な戦術だったけど……ここまで勝ち上がってきただけあってアスヒもかなり進化してるなっ！」

　アスヒくんの〝シューティングスター〟が直撃したかと思いきや、それは赤間くんの残像で。

　けれど赤間くんの言うように、アスヒくんは縦横無尽に走り回りながら……一撃主義の大砲ばかりではなく、相手を追尾するような弾も織り交ぜて戦うスタイルに変化していた。

「うぐっ……捉とらえられないっ……!?」












　規則性のまるでないトリッキーな赤あか間まくんの動きは、弾を嘲あざ笑わらうように回避し続けている。

　ようやくかすったかと思えば、その赤間くんは残像で。

　やっぱりこの組み合わせではまだ下馬評をひっくり返すのは難しいのかな……と思ってしまった。

　けれど、

「アスヒくんが上う手まく誘導してるな。ほら、袋ふくろ小路こうじに追い込んだ」

　ビミィが映像を見ながらそう指摘していた。

　恥ずかしながら言われるまでまるで気が付かなかった。

　おとねちゃんも同じようで、あっという顔をしている。

　ショッピングモールの端。

　そこに、アスヒくんは少しずつ誘導していたようだった。

「なーるほど。必死に当てようとはしてないと思ってたけど、これが狙ねらいか。んー、で？　いくら逃げ道を絞ったところで、俺にアスヒの能力は当たらないよ？」

　言いながら、赤間くんは改めて〝クーデターフェイカー〟を発動させる。

　相手の視覚を騙だまして、分身がたくさん出現したように見えたり、本体も見える情報と実際の位置がズレたりするという厄介な能力。

　まるでソロ同士の激突が前提の対抗戦で、一対多を実現してしまうようなものだった。

　余裕そうな口ぶりではあるけれど、きっと不利な位置取りからは抜け出したいと思っているのだろう。




「一発があるからね。警戒しながら戦ってた的なところはあるけど。そろそろ……決めちゃうか？」




　言って、赤間くんは全身を一回転させながら大振りに鎌かまを振って構えた。

　たくさんの分身も同じ動きをするものだから、ある種壮観でさえある。

　けど……もしかしたらこの場所へ誘導した上で。

　その大振りな動きをして、狙いが定めやすい瞬間を待っていたのだろうか。

　アスヒ君が先程までとは違い、素早く動き回りながらではなく……しゃがみ込み、地面に片膝をついて。

　その細い体たい軀くが大きな反動にも耐えられるようにという姿勢にしか私には見えなかった。

　以前のままの撃ち方に近い。

　けれど……明らかに気配が違っていた。

「ボクも自分の弱点はわかっているのです。けれど、ボクにはこの〝シューティングスター〟しかないんです」

「はっ、袋ふくろ小路こうじとはいえ避けようと思えばそんなもん……！」

「いいえ、逃げ場所はありませんです」

　アスヒくんは、らしくなく……ちょっと不敵に言ってから、天体望遠鏡のスイッチを……ただ押すのではなく、〝連射していた〟。




「〝シューティングスター〟！　流星群ですっ!!」




　──ドガァァァァァァアアアアアアアアアアア!!




　発射と同時に、アスヒ君は反動で後ろ向きに弾はじけとんでしまっていた。

　けれどその代償は凄すさまじい光景で。

　袋小路全面に向かって、無数の星が……光弾が流星群のように高速で発射されていた。

「ちょ……！」

　赤あか間まくんは断末魔にも似た声をあげながら、流星群の間を縫って抜け出せるルートを探している。

「隙間なんてありませんよ。ただ、ボクはこれで使い切ってしまいましたが……！」

　残弾は空っぽ、ということさえ伝えてしまえる程に。

　アスヒくんは勝利を確信しているみたいだった。

　赤間くんは逃げ場なく、そのクリスタル全すべてに流星群が直撃して決着……かと思われた。




「アスヒ、あの場所に俺を連れていけた時点で勝利を確信したろ？　それもさ、俺の演技のうちだよ」




「えっ……？」

　赤間くんの声が現れたのは、流星群が雪崩なだれのように押し寄せた袋小路側ではなく。

　アスヒ君の後ろ。

　砲撃とは逆側に、赤間くんの本体は既に移動していた。

「随分と動きも良くなってたからさ、こうやってわざと大技を撃たせて安全にクリスタルを壊せる瞬間を作りたかったんだよね。初めて見る技だったけどさ、なんかデカいのを一発撃ちたがってるのはわかっちゃったから。ま、悪いけど今回も俺の勝ちね」

　言いながら、まだ強力な一撃を放った反動で腕が痺しびれているらしいアスヒくんのクリスタルを鎌かまの一振りで全すべて破壊してしまった。




　試合終了。

　勝者……赤あか間ま遊ゆう兎と。




「でも成長したな、アスヒ。俺もうかうかしてらんないよ。またやろう」

「はいっ……！　また挑戦させてくださいです！」

　赤間くんに褒ほめられて、アスヒくんはとても嬉うれしそうだった。

　出し切った、という満足感があるのだろう。

　そこには負けた悔しさよりも、更なる向上のための強い意志が感じられた。





　　　＊






　二人の笑え顔がおで、映像は終わっていた。

　あっさりと決着がついたようにも見えるけど、幾つもの伏線があって、どう転んでもおかしくないハイレベルな試合内容だったと思う。

「友とも達だちの試合を見て色々と思うところもあるかもしれないけどさ、そろそろエルナの出番だぜ」

「カウントダウンがはじまりますよっ！　さあ、勝ってきてくださいっ」

　ビミィとおとねちゃんが、控室のドアを開けて待ってくれていた。

　本当はもう少し早く出て試合のために集中力を高めていた方がよかったのだろうけど、二人は映像を見終わるまで声をかけないでいてくれたらしい。

「ありがと！　見てて。バシッと決めてきちゃうからっ!!」

　私の戦うことになるバトルフィールドは、奇くしくも……おとねちゃんとアスヒ君が戦ったあのコロシアムだった。

　控え室を出て、長い長い通路を歩いていく。

　その間に、高ぶっていた気持ちが自然と落ち着いていくのがわかった。

　フィールドと通路を遮断する大きな鉄の門は既に上げられていた。

　そこを抜けると、大歓声が耳に飛び込んでくる。

　……オーケー、冷静さは問題なく保てている。

　中央で待つ彼の……対戦相手である二にの宮みやシグレの姿を見ても、心が揺らぐことはない。





　　　＊






「やあ、エルナちゃん！　今日きようも可愛かわいいね」

「そういうのいいから！　たくさん練習にも付き合ってもらったのに悪いんだけど、今日は私が勝つよ？」

「はっはー、気合い入ってるねー。敬愛する従兄いとこに躊躇ためらわず攻撃できるのかい？」

「うん！」

「即答!?　なんなら食い気味で返事しなかった!?　……はぁ、まあ対抗戦で躊躇ってもらったら困るんだけど、ね」

　いつも通りの空気感で会話をしながらも、いい意味でピリついた雰囲気は真剣勝負を約束してくれた証拠のようなものだと思った。

　このタイミングでシグレと対戦するとわかった時は、正直動揺もした。あの九く頭ず竜りゆう先輩との一戦を目の当たりにして、目で追えない超高速の〝ヒーロータイム〟を見せつけられて。

　でも、何度も何度も対シグレのシミュレーションを重ねて、この瞬間を迎えたのだ。

　勝てない勝負だなんて思ってはいなかった。

　気持ちで負けていたら、そこでおしまいなのだ。

　観客席とバトルフィールドとの間に結界が張はられたのがわかった。

　すっと大歓声の波が引くように消えていく。

　それに合わせて、端末からカウントダウンの音声が流れ始めた。

「いつかは部の代表同士として、対抗戦の舞台で戦うこともあるって思ってたよ」

「私も……実は結構楽しみにしてたんだよ？」

「本当に？　光栄だな……でも、ごめん。それは今日じゃないんだ」




　シグレは本当に申し訳なさそうな……苦渋の表情を浮かべながら、信じられない事を言った。




「ボクは……この試合を棄権させてもらうよ」




「……え？　今なんて……？」

　シグレの声に反応し、試合開始へのカウントダウンがストップした。

　そして。




『勝者　一宮いちのみやエルナ』




　私の勝利を告げる音声が、無感情に流れていた。

　観客席との結界はまだ消えていないから、どういう反応があるのかはわからない。

　けれど間違いなく……どよめきで溢あふれかえっているはずだった。

　衝撃的すぎて、まだこの状況を受け入れられていない。

「なんで!?　シグレ、もしかして私に星せい鎖さ先輩との対戦まで進ませるために……」

「そんなわけないだろ！」

　シグレの怒声を、久々に聞いた気がした。

　小さい頃から、私が良くない事を言ったりするとちゃんと叱ってくれた従兄いとこ。

　この声は、本気で怒って……そして、悲しんでいる時のものだと私は知っていた。




「怒鳴ってごめんよ……。ボクだって棄権なんてしたくなかった。エルナちゃんと戦いたかったんだ」

「じゃあ、どうして……？」

「九く頭ず竜りゆうくんとの一戦で〝ヒーロータイム〟を使ったから、まだ体にダメージが残っているんだ。もう実はこうして立ってるのも精一杯でさ。その上、ここにくるまでの試合で少し無理をしてしまって……。今のボクは、まともに対戦できる状態じゃない」

　あれだけの強さを誇る能力だから、それなりのリスクはあるのかなと思ってたけど、まさかそれ程とは知らなかった。

　辛つらそうな顔なんて、私の前では一切見せてなかったのに……。

「ふぅー、どうしてもあきらめきれなくてさ、試合開始直前まで回復を待ってみたんだけど。ダメだったや。ごめんよ」

「……ううん！　私も、無神経なこと言ってごめんなさい」

　シグレも、漫画研究会の代表という立場を背負っている。

　私を次に進ませるため……そんな私的な理由で棄権するだなんて、冷静に考えたらあり得るはずがないのに。

「エルナちゃんは、変えていける可能性を秘めてる。このミカグラ学園を受験するって決めてくれた時からそう思ってたよ。でも、その予感はもうほとんど確信に変わってるんだ」

「シグレ……？」

「いや、なんでもない。ボクもショックで動揺してるのかな。ちょっとお喋しやべりがすぎたみたいだ」

　言いながら、コロシアムの出口へと向かっていく。

　観客席に向かって丁寧にお辞儀を繰り返し、会場ではなく他の場所で見ている人のためだろう、カメラにも深々と礼をしていた。




　これで準決勝進出かぁ……。

　まるで実感がないけど、そうも言っていられない。

　なにせこのすぐ後に赤あか間まくんとの対戦が行われるのだ。

　控え室に戻ると、すぐにおとねちゃんとビミィが祝福してくれる……かと思いきや、二人は投影された映像に見入ったまま私に気付いてもいなかった。




「何を見てるの？　ああ、別の会場の……女め神がみと湊みなと川がわ先輩の対戦かな？」




　こちらと同時刻の開始だったはずだから、まだ始まったばかりだろうか。

　せっかくだから一緒に見よう……とおとねちゃんの隣に座って映像を覗き込んだ。




「ん……？　あれ？　これから入場するところかな？」




　映し出されているのは、星せい鎖さ先輩が歩いて……いや、これは入場では……ない？

「映っているのは退場するところだよ。エルナは不戦勝だろう？　でも、それと同じくらいの速さで、星鎖は戦った上でもう勝利を収めた」

　幼おさな馴な染じみ同士、お互い戦い方も知り尽くしているのだと思っていた。

　好勝負になるのだろうと、勝手に想像していた。

「しょ、勝負は一瞬でした。藤ふじ白しろは怖くなってしまいました……。あんな、あんな完膚なきまでに。トーナメントの序盤ではないんですよ!?　もう終盤であんな……一方的に処刑するみたいに」

「おとねちゃん、大丈夫!?　そんなに震えて……。一体、どんな試合が……」

　彼女のあまりの怯えように戸惑っていると、映像は早速試合の振り返りを映し出していた。

　星鎖先輩は……何かに激しく苛いら立だっているような態度で、らしくない乱暴な戦い方をしていた。

　それも、やろうと思えばもっと簡単に終わらせられるのに……湊みなと川がわ先輩を試すような。意図的に痛めつけているようにも見えて。

　ビミィが、これ以上見たくないとばかりに映像から目を背けてしまった。




「これじゃ、女め神がみじゃなくて魔女だぜ……」




　その言葉を、私はすぐに否定できなかった。




「星せい鎖さ先輩、どうして……？」




　ようやくもうすぐあなたと戦えるんだと喜んでいたのに。

　モヤモヤが消えないまま……中間試戦のフィナーレは、もうすぐそこまで近づいてきていた。















to be contiuned...















とある日の演劇部にて









　体験入部希望だという一宮いちのみやちゃんを演劇部の部室から追い出してからしばらく、部員達にその判断について責め立てられていた。

　俺は演劇部代表の赤あか間ま遊ゆう兎ととして、部員みんなのためを思って適切すぎる対応をしたつもりだというのにまったく心外だった。

　ただでさえ賑にぎやかな連中が多くて手に負えないっていうのに、あんな女の子の形をした小型の台風みたいな子を入部させたらそれこそ大変なことになるのが目に見えている。

　それに……。

「演劇部に入ったら動物をモチーフにした制服やアクセサリがそれぞれに支給される的なこともあるでしょ？　もう部員が多すぎていい加減にゃみりんもアイディア出すの限界なんじゃないの？」

　三年生で猫担当の彼女。

　誰がどの動物担当か、というのも、部内でのあだ名までもをなぜかにゃみりんの独断と偏見だけで決定されるというのが決まりになっていた。

「ぜーんっぜん！　大変なんかじゃないよぉ？　まだまだ動物さんはたっくさん種類があるもんねー」

「そうなの？　にゃみりんは立派だなー。動物博士はかせ的なヤツだなー」

「えへへ。もっと褒ほめていいよぉ？　ゴロゴロゴロ」

　喉のどを鳴らして喜ぶにゃみりん。

　猫っぽさ全開だった。

　彼女は新入部員が入るとしばらく観察して、一番相応ふさわしい動物モチーフの衣装を手早く作ってしまう。

　衣装を作る技術はもちろんの事、観察眼にも秀ひいでていて、なるほどなと思わせる動物を的確に設定するのだった。

「そういえば、ぼくはなんでうさぎになったんスか？　もっとかっちょいい動物が良かったっス！　ドラゴンが良かったっス！」

　ドラゴンが動物なのかどうかはアホらしいのでひとまず置いておくとして、うさ丸まるは入部したての一年生。

　俺が見ていた限りではにゃみりんと大した会話もしていないうちにあだ名までがいつの間にか決められているように思えた。

「うさ丸まるくんはねー。なんかねー、うさぎだよぉ！」

「全く説明になってないっス!?」

「んんー、だってうさぎだよぉ？」

　説明がヘタすぎるので意味不明な感じになってしまっているものの、うさ丸は耳がよくて大人数でいても意外とみんなの話を聞き取っている事や、ふんふんと鼻を鳴らすような仕草をしたりもするので確かにうさぎっぽい。

　納得の配役だった。

「じゃあさ、もしもだよ？　もしもさっき来た一宮いちのみやちゃんが入部するとしたら何の動物になるの？」

　なんとなく気になって聞いてみる。

　あれだけの短時間であっても、にゃみりんは動物モチーフの発想まで辿たどりついているはずだった。

「ハムスターっぽくないスか!?　一人で回し車を延々とやり続けてそうな感じっス！」

　うさ丸は何気に失礼だな……!?

　でもわからなくもない。

　とにかく全力で走り続けていそうなイメージだしぴったりかもしれなかった。

　けど、それよりも……。

「インコ的なところもないかな？　あの騒がしさからするとさ」

　誰も聞いていないのにひたすら鳴いて喋しやべっていそうだし、とか一宮ちゃん本人が聞いたらまたギャーギャーと騒ぎそうな事を思ってしまったりもする。

　あれだけの短時間で俺達にこれだけの爪痕というか印象を残していった一宮エルナ……恐るべしだ。

「のんのん！　わかってないよぉ。わかってなさすぎてお菓子が食べたいよぉ」

「言ってることに脈絡なさすぎないっスか!?」

　うさ丸よ、にゃみりんはこういう子なんだ。

　演劇部に入ったからには早く慣れるしかないんだ……。

　と、彼女に無言でお菓子を差し出しながら、




「じゃあ、にゃみりん的には一宮ちゃんがなんの動物っぽいと思うのさ？」




　うさ丸の案も、俺のも結構いい線を突いていると思っただけにちょっと不満げに聞いてしまう。




「えーっとねー、エンカイザンコゲチャヒロコシイタムクゲキノコムシかなぁ～？」




「……は？」

「エンカイザンコゲチャヒロコシイタムクゲキノコムシだよぉ！　それしかないって思うんだよねぇ」

　名前が長すぎて覚えられないし、当然知らないから姿も思い浮かばない。

　そもそもそれ動物か!?

　最後完全にキノコムシって言ってるけど動物か!?

「それでねっ、あだ名をつけるとしたら、エルナムシちゃんかなぁ～？」

　……残酷すぎた。

　俺がそんなあだ名を付けられたらしばらく登校拒否をすると思う。

　その後に泣きながらクーデターを起こすと思う。

「これがダメだったらゴリラかな～」

「僕……う、うさぎで本当に良かったっス……。うさ丸まるってあだ名も最初はどうかと思ったけど、今では宝物っス……」

「本当だな……。なんか、一宮いちのみやちゃんに今度会ったらもっと優しく接してあげたい的な気持ちでいっぱいだ……」

　鼻歌まじりで楽しそうにしているにゃみりんを横目に、うさ丸と二人抱き合うようにして震え続けるのだった。

　演劇部は今日きようも平和だ。




　……平和か？











終わり







あとがき







　Ｌａｓｔ　Ｎｏｔｅ．です。

　とうとうこの小説も第６巻目！　ここまでくると執筆も慣れてきて、計算通りのペースで順調に書き進めているのではないか、とか思うでしょう？

　それが全然なんですね！　だって見てみてください、この本のカバーに書いてある内容紹介を！　『中間試戦編もついにフィナーレ！』とか堂々と書いてありますね？　そうなんです、予定ではそのはずでした。




　……本当にすいませんでしたァ!!




　気まずいので話を変えるんですけど、『ミカグラ学園組曲』の楽曲がとうとう一枚のアルバムにまとまって発売されました！

　各キャラクターの楽曲が収録されていてバラエティ豊かな内容になっていますので、音楽の方も気になるよ！　という将来の成功が約束されているタイプの素晴らしい方は、是非お手に取って聴いて欲しいなって思います。

　聴いたら恋人もできるかもしれないし、テストでいい点数が取れるかもしれないし、結局全部自分の頑張り次第かもしれません！

　ＣＤ発売にあたって、プロモーション活動も頑張りました。

　今までは『外に出たくない』とか『他人に会うのが怖い』とか我ながら酷い理由で取材などは全てお断りしていたんですが、大人の人に怒られそうな空気を感じ取ったので今回はなんでも引き受けさせてもらったんです。

　ラジオ番組のコメント収録で、二分間トークしてくださいと言われて丸々二分間嚙み倒したこともありました。

　放送を聴いている人にとっては斬新な二分間だったと思います。

『コイツは何を言ってるのかクイズ』みたいになってたと思います。

　テレビ番組のインタビューも受けました。

　カメラが回る前までは調子にのってペラペラと良く喋っていた僕が、撮影がはじまると同時に緊張して一言も喋らなくなるという放送事故まがいの事件も起きましたが……がんばりました!!

　とにかくアルバムを聴いて欲しくて仕方がないということです。よろしくお願いします!!

　そしていよいよ『ミカグラ学園組曲』のテレビアニメの放送が本当に始まりますね！

　たくさんの地域で視れるようなので、ぜひエルナ達の大暴れを見てやって欲しいなーって思います！

　次巻、小説第７巻の予定はなんと！　『中間試戦編もついにフィナーレ！』です!!
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